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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
二
四
）

　

ⅰ　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
概
観

　

ⅱ　

公
共
空
間
か
ら
の
私
的
空
間
の
侵
害

　

⑵　

我
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
論

　

ⅰ　

私
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

　

ⅱ　

情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説

　

ⅲ　

情
報
化
社
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

　

⑶　

公
共
空
間
か
ら
の
私
有
空
間
の
侵
害
（
住
居
（
建
物
）
へ
の
侵
害
を
中
心
と
し
て
）

　

ⅰ　

住
居
情
報
に
関
す
る
わ
が
国
の
判
例

　

ⅱ　

情
報
収
集
の
相
当
性
と
公
表
方
法
の
相
当
性

4　

個
人
情
報
保
護
法
と
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス

5　

お
わ
り
に

1　

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
い
て
二
〇
〇
八
年
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
画
像
に
は
、
何
故
こ
こ
ま
で
接
近
し
て

自
宅
や
敷
地
内
が
撮
影
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
世
界
中
に
さ
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
不
快
感
が
あ
る

（
1
）

。

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
と
比
べ
、
今
日
で
は
画
像
は
鮮
明
な
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
、
不
快
感
、
不
安
感
が
増
大
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
写

真
は
、
過
去
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
人
の
ば
あ
い
対
象
物
は
一
時
的
に
認
識
、
記
憶
さ
れ
得
る
だ
け
で
あ

る
が
、
写
真
は
撮
影
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
を
記
録
し
、
第
三
者
が
客
観
的
に
認
識
で
き
る
状
況
を
半
永
続
的
に
作
出
す
る
点
で
、

人
の
記
憶
情
報
と
は
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る

（
2
）

。
ま
た
、
一
瞬
の
記
録
で
あ
る
が
故
に
、
記
録
さ
れ
た
情
報
に
対
し
て
は
真
実
、
虚
実
の
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道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
二
五
）

評
価
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
情
報
を
新
聞
等
の
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
巨
大
企
業

に
よ
り
地
図
情
報
の
ご
と
く
第
三
者
に
提
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
と
違
う
こ
と
は
、
著
作
権

法
上
に
「
自
動
公
衆
送
信
」（
二
三
条
）
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
関
し
て
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
は
、「
多
数
の
人
物
・
家
屋
等
を
映
し
出
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
検
索
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
意
見
書
」
の
中
で
、「
多
数
の
人

物
・
家
屋
等
を
映
し
出
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
同
意
な
く
撮
影
し
た
、
網
羅
的
・
大
量
の
人
物
を
特

定
で
き
る
も
の
と
し
て
公
表
す
る
行
為
は
、
対
象
と
な
る
多
数
の
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
制
約
を
上
回
る
公
的
利
益
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
に
は
違
法
で
あ
る

（
3
）

」
と
し
て
い
る
。
総
務
省
「
利
用
者
視
点
を
踏
ま
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
会
」「
第

一
次
提
言
（
案
）」
は
、
多
く
の
自
治
体
で
も
住
民
の
不
安
を
反
映
し
た
意
見
書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
4
）

。
さ
ら
に
、

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
利
用
し
た
犯
罪
も
報
道
さ
れ
て
い
る

（
5
）

。

こ
れ
に
対
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
グ
ー
グ
ル
の
考
え
方
は
、「
個
人
情
報
を
取
得
す
る
も
の
で
は
な
く
」、「
こ
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
保
護
法
の
適
用
は
な
い
」
と
す
る
も
の
と
推
論
さ
れ
て
い
る

（
6
）

。
ま
た
、
グ
ー
グ
ル
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

い
て
公
道
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
と
捉
え
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
写
真
は
公
道
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
な
い
と
し
て
い

る
（
7
）

。
さ
ら
に
、
顔
が
認
識
で
き
る
自
宅
に
居
る
様
子
を
撮
影
さ
れ
た
画
像
が
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
で
あ
る
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
グ
ー
グ
ル
を
訴
え
た
「B

O
R
IN

G
 V

S
. G

O
O
G
L
E
 IN

C

」
事
件

（
8
）

に
お
い
て
、
グ
ー

グ
ル
は
、「
衛
星
技
術
の
進
歩
を
受
け
て
、
現
代
で
は
砂
漠
の
真
ん
中
に
い
た
と
し
て
も
完
全
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
は
存
在
し
な
い
」

と
述
べ
、「
現
代
社
会
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
は
存
在
し
な
い
」
と
反
論
し
た
と
さ
れ
る

（
9
）

。

は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
グ
ー
グ
ル
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
方
針
は
正
当
、
合
法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
道
路
周
辺
画

一
四
五
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五
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月
）

（
四
二
六
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像
サ
ー
ビ
ス
」
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
点
が
少
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
「
個
人
の
住
居
情
報
」
に
焦
点
を
絞
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
さ
れ
る
個
人
情
報
と
、
そ
の
個
人
情
報
の
収
集
・
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
係
か
ら
画
像
提

供
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
自
己
決
定
権
を
規
定
す
る
Ｅ
Ｕ
の
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
と
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に
従

い
整
備
さ
れ
た
各
国
の
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
い
る
か

を
、
ス
イ
ス
（
Ｅ
Ｕ
非
加
盟
国
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を
例
と
し
て
示
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
権
を

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
考
察
し
、
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
検
討
す
る
こ

と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
グ
ー
グ
ル
の
わ
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
違
反
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
策
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

2　

Ｅ
Ｕ
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
と
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
状
況

⑴　

Ｅ
Ｕ
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」

Ｅ
Ｕ
諸
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
関
し
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
に
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
理
事
会
は
、「
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係

る
個
人
の
保
護
及
び
そ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
指
令

（
10
）

」
を
採
択
し
た

（
11
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
加
盟
国
は
、
各
国
の
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
を
こ
の
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に
沿
う
よ
う
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、「
指
令
」
は
、
達
成
す
べ

き
効
果
に
つ
い
て
の
み
加
盟
国
を
拘
束
す
る
が
、
達
成
の
為
の
方
法
に
つ
い
て
は
加
盟
国
に
委
ね
ら
れ
る
た
め

（
12
）

、
各
国
で
整
備
さ
れ
た
法

が
全
く
同
一
条
文
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

一
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道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
二
七
）

「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
は
以
下
の
よ
う
な
点
を
規
定
す
る
。
同
指
令
は
、
人
デ
ー
タ
処
理
に
関
す
る
自
然
人
の
基
本
的
権
利
と
自
由
、

特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
る
（
一
条
一
項
）。
同
指
令
は
、
個
人
デ
ー
タ
と
は
、
識
別
さ
れ
又
は

識
別
さ
れ
得
る
自
然
人
に
関
す
る
全
て
の
デ
ー
タ
を
意
味
す
る
と
し
（
二
条
ａ
）、
個
人
デ
ー
タ
処
理
と
は
、
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
て
行
わ

れ
る
操
作
を
い
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
る
か
、
手
作
業
で
処
理
さ
れ
る
か
を
問
わ
ず
、
操
作
と
は
、
収
集
、
記
録
、
蓄
積
、
修

正
、
変
更
、
利
用
、
移
転
、
開
示
、
消
去
等
の
行
為
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
（
二
条
ｂ
）。

さ
ら
に
、
六
条
に
お
い
て
、
個
人
デ
ー
タ
の
内
容
に
関
し
て
、
公
正
か
つ
適
法
な
処
理
（
六
条
ａ
）、
収
集
目
的
の
特
定
性
・
明
確
性
・

適
法
性
（
六
条
ｂ
）、
適
切
性
、
関
連
性
、
過
度
で
な
い
こ
と
（
六
条
ｃ
）、
デ
ー
タ
の
正
確
性
・
最
新
性
（
六
条
ｄ
）、
目
的
に
照
ら
し
て
必

要
な
期
間
内
の
み
保
存
す
る
こ
と
（
六
条
ｅ
）、
と
い
う
個
人
デ
ー
タ
が
満
た
す
べ
き
要
件
を
規
定
す
る
。

七
条
は
、
個
人
デ
ー
タ
は
、
七
条
ｂ
な
い
し
ｆ
の
場
合
を
除
き
、
デ
ー
タ
主
体
の
明
確
な
同
意
が
あ
る
場
合
に
の
み
処
理
が
可
能
で
あ

る
と
し
、
一
〇
条
で
デ
ー
タ
主
体
か
ら
直
接
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
処
理
の
場
合
に
は
、
管
理
者
の
名
や
住
所
な
ど
の
身
元
を
示
す
情
報
、

処
理
の
目
的
、
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
者
、
情
報
の
提
供
が
義
務
的
か
否
か
、
ア
ク
セ
ス
権
・
修
正
権
の
存
在
等
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
一
条
は
、
デ
ー
タ
主
体
か
ら
デ
ー
タ
が
直
接
収
集
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
個
人
デ
ー
タ
の
記
録
時
、

又
は
第
三
者
に
開
示
さ
れ
る
と
き
ま
で
に
、
管
理
者
の
身
元
や
処
理
の
目
的
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
主
体
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
す
る
。
ま
た
、
人
種
、
民
族
、
政
治
的
見
解
、
宗
教
、
思
想
、
信
条
、
労
働
組
合
へ
の
加
盟
に
関
す
る
情
報
、
も
し
く
は
健
康
又
は

性
生
活
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
処
理
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
（
八
条
一
項
）。

デ
ー
タ
の
主
体
に
与
え
ら
れ
る
権
利
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
権
（
一
二
条
）、
異
議
申
立
権
（
一
四
条
）、
す
べ
て
の
者
に
与
え
ら
れ
る
権
利

と
し
て
、
自
動
処
理
さ
れ
た
個
人
決
定
に
従
わ
な
い
権
利
（
一
五
条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
四
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
二
八
）

本
指
令
は
、
加
盟
国
が
本
指
令
に
従
っ
て
採
択
し
た
規
則
の
各
加
盟
国
領
域
内
で
の
、
適
用
の
監
視
の
為
の
公
的
な
独
立
監
督
機
関
を

設
け
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
（
二
八
条
一
項
）。
監
督
機
関
は
、
処
理
作
業
の
目
的
物
と
な
る
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
限
、
監
視
職

務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
全
て
の
情
報
を
収
集
す
る
権
限
の
よ
う
な
調
査
権
、
国
内
規
則
へ
の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
、
訴
訟
を
起
こ

し
、
又
は
こ
の
よ
う
な
違
反
を
司
法
当
局
に
通
知
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
（
二
八
条
三
項
）。

以
上
の
よ
う
な
諸
規
定
に
基
づ
い
て
、
加
盟
国
は
、
国
内
法
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

⑵　

ス
イ
ス
に
お
け
る
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
状
況

（
13
）

ス
イ
ス
（
Ｅ
Ｕ
非
加
盟
国
）
で
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
グ
ー
グ
ル
に
よ
る
市
街
の
撮
影
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
八
月
一
八
日
か

ら
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
画
像
の
提
供
が
開
始
さ
れ
た
。
公
開
さ
れ
た
画
像
に
は
人
の
顔
や
車
の
ナ
ン
バ
ー
の
ぼ
か
し
処
理
が
不
十
分
な

も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、「
連
邦
情
報
保
護
と
公
開
に
関
す
る
委
員
会
（
E
D
Ö
B

（
14
）

）」
と
グ
ー
グ
ル
と
の
間
で
そ
れ
ら
画
像
の

公
開
に
関
し
て
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
グ
ー
グ
ル
は
、
委
員
会
が
求
め
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
な
い
為
の
全
て
の
改
善
策
を
、

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
四
日
に
文
書
で
拒
否
し
た
。
委
員
会
は
、
グ
ー
グ
ル
に
対
し
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
一
日
に
改
善
策
を
勧
告
す

る
と
と
も
に
、
勧
告
内
容
の
履
行
を
求
め
る
訴
え
を
連
邦
行
政
裁
判
所
に
提
起
し
、
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
撮
影
さ
れ
た
ス
イ
ス
国
内

に
関
す
る
画
像
の
公
開
と
ス
イ
ス
国
内
で
の
今
後
の
撮
影
を
禁
止
す
る
仮
処
分
を
申
請
し
た
。
仮
処
分
は
、
グ
ー
グ
ル
が
、
訴
訟
継
続
期

間
中
は
委
員
会
の
勧
告
内
容
に
基
づ
く
撮
影
条
件
を
守
る
こ
と
と
、
画
像
処
理
条
件
に
従
う
こ
と
を
認
め
た
為
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

委
員
会
の
勧
告
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①　

顔
と
車
の
ナ
ン
バ
ー
が
十
分
に
ぼ
か
し
処
理
さ
れ
た
画
像
だ
け
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
の
保
障
。

②　

機
微
な
領
域
、
特
に
女
性
保
護
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
、
刑
務
所
、
学
校
、
社
会
事
務
所
、
後
見
人
事
務
所
、
裁
判
所
と
病
院
に
い

一
四
八



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
二
九
）

る
人
の
ぼ
か
し
処
理
の
保
障
。

③　

私
的
領
域
（
柵
で
囲
わ
れ
た
中
庭
、
庭
等
）
が
画
像
記
録
装
置
に
撮
影
記
録
さ
れ
な
い
こ
と
、
私
的
領
域
の
既
に
撮
影
さ
れ
た
人
の

画
像
は
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
か
ら
削
除
さ
れ
る
こ
と
の
保
障
。

④　

私
道
か
ら
同
意
な
く
撮
影
さ
れ
た
画
像
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
か
ら
の
削
除
の
保
障
。

⑤　

少
な
く
と
も
一
週
間
前
に
、
ど
の
市
町
村
が
撮
影
さ
れ
る
か
を
告
知
す
る
こ
と
。

⑥　

撮
影
画
像
の
ネ
ッ
ト
へ
の
公
開
の
一
週
間
前
に
、
ど
の
市
町
村
が
公
開
さ
れ
る
の
か
告
知
す
る
こ
と
。

ス
イ
ス
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
〇
日
判
決
で
、
④
を
権
利
請
求
権
者
（
訴
え
の
利
益
）
と
の
関
係
で
棄
却
し
、
他

の
勧
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
請
求
通
り
認
め
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
グ
ー
グ
ル
は
、
公
法
上
の
権
利
に
関
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
二
〇
一
一
年
五
月
一
九
日
に
連
邦
裁
判
所
（
最
高
裁

判
所
）
に
上
訴
し
た
。
連
邦
裁
判
所
は
、
グ
ー
グ
ル
の
訴
え
を
一
部
認
め
、
本
判
決
に
よ
り
示
さ
れ
た
義
務
を
超
え
る
義
務
を
課
し
て
い

る
と
い
う
点
で
、
①
か
ら
③
ま
で
の
勧
告
内
容
は
破
棄
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
他
の
点
に
関
し
て
は
グ
ー
グ
ル
の
上
訴
を
棄
却
す
る
判
決
を

二
〇
一
二
年
五
月
三
一
日
に
下
し
た
。

ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
の
判
決

（
15
）

を
要
約
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

グ
ー
グ
ル
と
グ
ー
グ
ル
ス
イ
ス
が
以
下
の
基
準
を
満
た
す
な
ら
ば
、
ス
イ
ス
で
は
グ
ー
グ
ル
に
よ
る
自
動
ぼ
か
し
処
理
の
未
処
理
部
分

は
、
わ
ず
か
な
誤
差
率
（
一
％
）
と
な
り
う
る
。

1　

全
て
の
利
用
可
能
な
技
術
的
方
法
で
完
全
な
ぼ
か
し
処
理
を
目
指
す
こ
と
と
自
動
的
ぼ
か
し
処
理
を
常
に
そ
の
技
術
的
水
準
に
適

合
さ
せ
る
こ
と
は
、
グ
ー
グ
ル
（
グ
ー
グ
ル
と
グ
ー
グ
ル
ス
イ
ス
）
の
義
務
で
あ
る
。

一
四
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
三
〇
）

2　

と
り
わ
け
女
性
避
難
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
、
刑
務
所
、
学
校
、
裁
判
所
、
病
院
と
い
う
機
微
な
施
設
に
つ
い
て
の
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
に
よ
る
画
像
の
公
開
の
際
に
、
顔
と
同
時
に
、
肌
の
色
、
服
装
、
身
体
傷
害
の
補
助
具
な
ど
の
個
別
化
し
う
る
特
徴
を
も
は
や
突

き
止
め
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
前
に
個
人
に
関
し
実
施
す
る
ぼ
か
し
処
理
を
完
全
に
保

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3　

グ
ー
グ
ル
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
画
像
の
公
開
の
際
に
、
私
的
領
域
（
柵
な
ど
で
囲
っ
た
中
庭
、
庭
等
）
に
配
慮
す
る
こ
と
を

保
障
す
る
こ
と
。
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
カ
メ
ラ
の
高
さ
か
ら
撮
影
さ
れ
た
、
そ
し
て
通
常
の
歩
行
者
の
一
瞥
か
ら
遮
ら
れ
た
私
的
領
域

の
画
像
は
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
公
開
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
該
当
者
の
承
諾
が
な
い
限
り
、
よ
り
高
い
カ
メ
ラ
位
置
か
ら
撮
影
さ
れ
た

す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
私
的
領
域
の
画
像
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
か
ら
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
者
が
、
個
々
の
事
例

に
お
い
て
前
も
っ
て
異
議
の
申
し
立
て
の
権
利
を
行
使
せ
ず
、
個
人
的
領
域
の
侵
害
の
即
時
の
除
去
を
要
求
し
な
い
限
り
、
削
除
に
関
し

グ
ー
グ
ル
は
最
長
三
年
の
猶
予
期
間
を
利
用
で
き
る
。

個
人
領
域
の
侵
害
を
可
能
な
か
ぎ
り
完
全
に
防
止
す
る
た
め
に
、
侵
害
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
ぼ
か
し
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公

の
領
域
に
お
け
る
個
人
的
領
域
の
区
別
の
困
難
さ
は
顧
慮
さ
れ
得
る
。

4　

グ
ー
グ
ル
は
、
権
利
者
の
ぼ
か
し
処
理
の
訴
え
に
向
け
て
、
引
き
続
き
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
ぼ
か
し
処
理
ソ
フ
ト
が
自
動
的
に

実
行
し
な
か
っ
た
部
分
の
手
作
業
に
よ
る
十
分
な
ぼ
か
し
処
理
に
取
り
組
み
、
ふ
さ
わ
し
い
方
式
で
ぼ
か
し
処
理
の
訴
え
の
可
能
性
を
広

告
す
る
。
広
告
に
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
利
用
者
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
許
可
で
き
な
い
内
容
の
十
分
な
ぼ
か
し
処
理
の
訴
え

の
き
っ
か
け
と
な
る
、
十
分
に
確
実
な
リ
ン
ク
│
「
ぼ
か
し
処
理
の
請
求
」
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
指
示
の
あ
る
│
を
提
供
す
る
こ
と
が

本
質
的
に
含
ま
れ
る
。
グ
ー
グ
ル
は
、
ぼ
か
し
処
理
に
対
す
る
利
益
が
証
明
さ
れ
る
必
要
な
し
に
、
権
限
の
あ
る
ぼ
か
し
処
理
の
請
求
を

一
五
〇



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
三
一
）

直
ち
に
そ
し
て
利
用
者
に
対
し
無
料
で
ぼ
か
し
処
理
済
み
の
画
像
と
置
き
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
訴
え
を
文
書
で
な
す
者
に
対
し
、
グ
ー

グ
ル
は
訴
え
の
為
に
ス
イ
ス
内
の
郵
便
受
領
の
住
所
を
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
訴
え
の
可
能
性
は
定
期
的
期
間
（
少
な
く
と
も

三
年
ご
と
）
に
広
く
広
告
さ
れ
、
地
域
の
情
報
手
段
、
と
り
わ
け
報
道
機
関
で
公
に
広
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た
な
撮
影
が
実

行
さ
れ
る
、
新
た
な
撮
影
物
が
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
く
報
道
機
関
に
広
告
し
、
明
示
的
に

異
議
の
訴
の
可
能
性
の
注
意
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｅ
Ｕ
諸
国
間
と
の
デ
ー
タ
の
移
動
と
デ
ー
タ
の
保
護
の
為
に
、
Ｅ
Ｕ
の
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に
合
致
す
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
ス
イ
ス

デ
ー
タ
保
護
法
に
基
づ
く
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
の
こ
の
判
決
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
路
上
画
像
の
組
織
的
な
撮
影
と
そ
の
撮
影
画
像

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
提
供
に
関
す
る
最
初
の
上
級
裁
判
所
の
判
断
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
情
報
保
護
法
の
解
釈
に
影
響
を
与
え

る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る

（
16
）

。
こ
の
判
決
に
よ
り
、
ぼ
か
し
処
理
は
原
則
と
し
て
自
動
処
理
で
足
り
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
現

在
、
グ
ー
グ
ル
は
こ
の
判
決
に
沿
っ
て
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、
委
員
会
の
勧
告
は
個
人
の
建
物
に

関
す
る
ぼ
か
し
処
理
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ら
ず
、
争
点
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
の
判
断
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。⑶　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
状
況

（
17
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
二
〇
一
〇
年
初
め
に
、
グ
ー
グ
ル
が
画
像
撮
影
の
際
にW

i-F
i

ラ
ン
（W

iF
i-L

A
N

）
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
、

同
時
にE
-M

ail

の
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
「
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
（
Ｄ
Ｓ
Ｋ（

18
）

）」
は
「
デ
ー
タ
保
護
法

二
〇
〇
〇
」
二
〇
条
二
項
、
秘
密
保
持
の
権
利
の
保
護
義
務
に
反
す
る
危
険
に
よ
り
、
全
て
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
禁
止
し

た
。
グ
ー
グ
ル
が
今
後
画
像
撮
影
の
際
にW

i-F
i

ラ
ン
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
な
い
こ
と
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
る
画
像
公
開
を
広

一
五
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
三
二
）

告
す
る
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
公
開
前
の
段
階
で
顔
と
車
の
ナ
ン
バ
ー
の
ぼ
か
し
処
理
を
実
施
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、

二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
に
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
に
よ
る
処
分
は
解
除
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
は
、
二
〇
一
一
年
四

月
二
一
日
に
以
下
の
追
加
措
置
を
勧
告
し
た

（
19
）

。

①　

特
に
機
微
な
領
域
の
人
に
関
す
る
画
像
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、
顔
ば
か
り
で
な
く
人
の
全
体
像
を
ぼ
か
し
処
理
す
る
こ
と
。

特
に
、
教
会
、
祈
祷
の
建
物
、
女
性
保
護
施
設
、
刑
務
所
の
出
入
口
は
機
微
な
領
域
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
。

②　

私
的
な
、
と
り
わ
け
柵
で
囲
わ
れ
た
個
人
の
庭
、
中
庭
の
よ
う
な
歩
行
者
か
ら
目
隠
し
さ
れ
て
い
る
不
動
産
の
撮
影
画
像
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
公
開
前
に
ぼ
か
し
処
理
さ
れ
る
こ
と
。

③　
「
デ
ー
タ
保
護
法
二
〇
〇
〇
」
二
八
条
二
項
に
よ
り
、
被
写
体
と
な
る
者
に
デ
ー
タ
の
取
得
の
時
点
か
ら
異
議
申
し
立
て
の
権
利

が
当
然
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
。
建
物
に
関
す
る
公
開
に
対
し
、
画
像
デ
ー
タ
の
公
開
前
に
、
当
該
建
物
に
関
す
る
当
事
者
に
異
議
の
申
し

立
て
の
権
利
が
行
使
で
き
る
よ
う
、
簡
単
に
異
議
申
し
立
て
の
権
利
を
主
張
す
る
為
の
相
応
の
手
段
を
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
含
め
、
異
議
申
し
立
て
の
権
利
の
存
在
と
異
議
申
し
立
て
の
権
利
行
使
の
方
法
を
グ
ー
グ
ル
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
表
示
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
①
と
②
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
デ
ー
タ
の
公
開
前
に
終
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
異
議
申
し
立
て
の
方
法
並
び

に
③
に
よ
る
権
利
行
使
に
関
す
る
情
報
は
、
少
な
く
と
も
画
像
デ
ー
タ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
公
開
の
一
二
週
間
前
に
広
告
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ー
グ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
で
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
提
供
が
再
び
開
始
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年

七
月
、
グ
ー
グ
ル
広
報
担
当
者
は
、
既
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
全
土
に
わ
た
る
画
像
撮
影
を
終
了
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
は
グ
ー
グ
ル

一
五
二



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
三
三
）

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
画
像
と
し
て
提
供
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
20
）

。
理
由
は
二
〇
一
四
年
四
月
二
一
日
の
勧
告
の
条
件
が
厳
し
く

達
成
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
の
勧
告
内
容
で
は
、
公
開
前
の
段
階
で
人
の
全

体
像
や
建
物
の
ぼ
か
し
処
理
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
処
理
は
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
が
十
分
と
し
た
自
動
ぼ

か
し
処
理
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
人
手
に
よ
り
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
多
大
な
経
費
が
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
唯
一
、
自
国
の
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
画
像
が
提
供
さ
れ
な
い
国
と
な
っ

て
い
る
。

⑷　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
状
況

ⅰ　

ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
に
、
初
め
て
ド
イ
ツ
の
街
並
み
が
公
開
さ
れ
た
。
グ
ー
グ
ル
は
、
撮
影
さ
れ
る
都
市
を

公
開
し
二
〇
〇
八
年
七
月
か
ら
ド
イ
ツ
の
街
並
み
の
撮
影
を
開
始
し
た
。
ド
イ
ツ
個
人
情
報
保
護
法
制
度
に
お
い
て
、
民
間
部
門
に
関
す

る
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
各
州
の
監
督
官
庁
が
そ
の
役
割
を
担
う
が
、
デ
ィ
ッ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
ァ
ー
会
同
（D

üsseldorfer K
reis

）
と
呼

ば
れ
る
各
州
の
最
上
級
監
督
庁
の
集
ま
り
が
あ
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
問
題
に
関
し
て
は
、
グ
ー
グ
ル
の
届
け
出

（
21
）

に
よ
り
、
こ
の

デ
ィ
ッ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
ァ
ー
会
同
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
監
督
官
と
グ
ー
グ
ル
と
の
間
で
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
る
画
像
公
開
の

際
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
、
グ
ー
グ
ル
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
デ
ィ
ッ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
ァ
ー
会
同
と
、

二
〇
〇
九
年
七
月
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
情
報
保
護
と
公
開
に
関
す
る
保
護
機
関
」
と
の
間
で
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
る
画
像
公

開
に
関
す
る
一
三
項
目
の
合
意
書
を
交
わ
し
た

（
22
）

。

二
〇
一
〇
年
八
月
一
〇
日
、
グ
ー
グ
ル
は
、
二
〇
一
〇
年
中
に
ド
イ
ツ
の
二
〇
都
市
の
画
像
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
公
表
し
、

合
意
書
に
基
づ
く
異
議
申
し
立
て
方
法
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
雑
誌
、
新
聞
紙
、
地
方
紙
に
全

一
五
三
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面
広
告
と
い
う
形
で
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
情
報
監
督
官
、
連
邦
情
報
保
護
官
、
政
治
家
、
法
律
家
な
ど
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
た

（
23
）

。

異
議
申
し
立
て
期
間
が
夏
休
み
期
間
中
の
四
週
間
で
あ
る
と
か
、
電
話
で
の
異
議
申
し
立
て
の
問
い
合
わ
せ
が
で
き
な
い
な
ど
問
題
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
八
月
一
七
日
に
開
始
さ
れ
た
事
前
の
異
議
申
し
立
て
は
四
週
間
延
長
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
不
動
産
所
有
者

の
利
益
を
代
表
す
る
「
家
屋
と
土
地
」
連
盟
は
、
撮
影
カ
メ
ラ
の
高
さ
を
批
判
し
、
刑
事
関
係
公
務
員
同
盟
は
、
犯
罪
者
が
下
見
の
道
具

と
し
て
利
用
で
き
る
と
批
判
し
た

（
24
）

。

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
一
日
付
け
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
情
報
保
護
監
督
官
（
機
関
）
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

（
25
）

に
よ
れ
ば
、
二
〇
都
市
の
三
パ
ー

セ
ン
ト
の
世
帯
が
異
議
を
申
立
て
て
い
る
。
そ
の
数
値
を
ド
イ
ツ
全
土
（
四
〇
〇
〇
万
世
帯
）
に
当
て
は
め
る
と
四
分
の
一
弱
（
八
五
〇
万

世
帯
）
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
二
〇
都
市
の
異
議
の
数
は
二
四
五
〇
〇
〇
件
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年

四
月
一
一
日
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
情
報
保
護
監
督
官
（
機
関
）
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

（
26
）

に
よ
れ
ば
、
こ
の
異
議
の
件
数
に
よ
り
、
グ
ー
グ
ル
は
ド

イ
ツ
に
お
い
て
現
在
提
供
し
て
い
る
二
〇
都
市
以
外
の
都
市
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
わ
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
と
さ

れ
る
。
さ
ら
に
同
リ
リ
ー
ス
の
中
で
、「
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
」
と
い
う
方
式
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
方
法
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

グ
ー
グ
ル
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
場
合
と
同
じ
く
、
建
物
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
自
動
ぼ
か
し
処
理
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
経

費
の
問
題
が
生
じ
、
計
画
の
変
更
・
中
止
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑸　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
画
像
に
関
す
る
異
議
申
し
立
て
は
、「
情
報
に
対
す
る
自
己
決
定
権
（D

as 

R
echt auf inform

ationelle S
elbstbestim

m
ung

）」
に
基
づ
く
と
説
明
さ
れ
て
い
る

（
27
）

。「
情
報
に
対
す
る
自
己
決
定
権
」
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
一
条
お
よ
び
二
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

（
28
）

。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
基
本
法
二
条
一
項
は
、
ド
イ
ツ
基

一
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本
法
に
お
い
て
個
別
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
自
由
権
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
格
の
不
可
侵
性
を
広
範
囲
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

点
で
は
、
国
家
に
よ
る
人
権
侵
害
の
か
ら
の
保
護
に
貢
献
す
る
が
、
個
人
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
不
可
侵
性
の
侵
害
に
対
す
る
国
家
に

よ
る
保
護
に
も
貢
献
す
る
。
こ
の
「
間
接
的
第
三
者
効
力
（m

ittelbare D
rittw

irkung

）」
は
実
務
上
と
り
わ
け
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
解

さ
れ
て
い
る

（
29
）

。

普
遍
的
な
行
動
の
自
由
で
あ
る
人
格
の
発
展
の
「
能
動
的
」
要
素
か
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
社
会
的
妥
当

性
の
要
求
権
の
尊
重
に
関
す
る
権
利
を
引
き
出
す
。
こ
の
権
利
は
民
法
の
判
例
に
な
ら
っ
て
「
一
般
的
人
格
権
」
と
し
て
示
さ
れ

（
30
）

、
一
条

一
項
と
関
連
し
て
二
条
一
項
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
基
本
権
の
価
値
体
系
は
、
社
会
的
共
同
体
の
内
部
で
発
展
す
る
個
人
の
人
格
と

そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
の
中
に
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
、
人
格
は
基
本
法
一
条
一
項
と
二
条
一
項
に
従
っ
て
尊
重
と
保
護
が
全
て
の
国
家
権

力
に
対
し
て
当
然
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
人
が
一
人
で
い
る
こ
と
を
、
自
ら
の
責
任
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、

様
々
な
干
渉
に
よ
り
邪
魔
を
さ
れ
な
い
こ
と
を
望
む
、
人
の
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
」
は
特
に
こ
の
保
護
を
要
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
領
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
一
般
的
人
格
権
の
責
務
は
、
き
わ
め
て
私
的
な
生
活
領
域
と
、
伝
統
的
な
具
体
的
自
由
の
保
障
に
よ
り
限

定
さ
れ
て
理
解
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
生
活
領
域
の
基
本
的
諸
条
件
（
事
項
）
の
維
持
の
保
障
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る

（
31
）

。

情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
の
権
利
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
一
条
一
項
に
関
連
し
て
、
二
条
一
項
か
ら
、
国
勢
調
査
に
関
す
る
裁

判
（
32
）

の
中
で
、
自
動
的
な
デ
ー
タ
処
理
の
危
険
の
議
論
を
通
し
て
引
き
出
さ
れ
た
。
人
格
の
自
由
な
発
展
は
、
現
在
の
電
子
的
デ
ー
タ
処
理

の
諸
条
件
の
下
で
、
個
人
情
報
の
無
制
限
な
調
査
、
保
存
、
利
用
、
転
用
に
対
す
る
個
人
の
保
護
を
必
要
と
す
る
。
ド
イ
ツ
基
本
法
は
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
基
本
的
に
自
ら
自
身
の
個
人
的
情
報
の
放
棄
と
利
用
に
関
し
て
決
定
す
る
こ
と
の
個
人
の
権
限
を
保
障
す
る
。
保

障
の
必
要
性
の
根
拠
と
理
由
は
、
も
っ
ぱ
ら
電
子
的
デ
ー
タ
処
理
の
可
能
性
の
中
に
だ
け
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
情

一
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報
に
関
す
る
自
己
決
定
の
権
利
は
、
一
般
的
に
国
家
の
調
査
と
個
人
に
関
す
る
情
報
の
処
理
の
前
段
階
を
保
護
す
る
の
で
あ
る
。
連
邦
憲

法
裁
判
所
は
、
こ
の
権
利
│
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
反
論
の
権
利
、
あ
る
い
は
自
己
負
罪
の
権
利
│
を
一
般
的
人
格
権
の
特
別
に
明
確

な
形
と
し
て
生
み
出
し
、
こ
の
権
利
の
具
体
化
の
流
れ
の
中
で
、「
何
時
、
個
人
的
な
生
活
状
況
が
い
か
な
る
範
囲
の
中
で
明
ら
か
に
さ

れ
る
か
を
、
基
本
的
に
自
ら
決
定
す
る
こ
と
と
い
う
、
自
己
決
定
の
観
念
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
個
人
の
権
限
」
と
し
て
ま
っ
た
く
普

遍
的
に
明
示
し
て
い
る

（
33
）

。

こ
こ
か
ら
、
今
日
、
情
報
の
自
己
決
定
権
を
、
情
報
侵
害
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
、
原
則
的
に
基
本
権
の
制
約
の
確
認
の
為
に
一
元
的
な

原
理
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
結
論
を
と
も
な
っ
た
、
人
格
、
と
り
わ
け
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
人
格
権
保
護
に
関
す
る
情
報
に

関
係
す
る
人
格
保
護
の
全
て
の
観
点
の
統
合
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
34
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
情
報
の
自
己
決
定
の
権
利
に
、

個
別
的
価
値
を
越
え
た
公
共
の
利
益
の
関
係
を
認
め
る
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
情
報
が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
収
集
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、

引
き
渡
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
不
確
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
個
人
の
自
己
決
定
の
重
大
な
侵
害
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
と
ま
ど
い
に
関
し
て
、
あ
る
い
は
行
為
の
順
応
に
関
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
も
、
基
本
権
の
行
使
の
放
棄
の
結
果
を
も
た
ら
す
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
個
人
の
自
己
決
定
は
、「
正
当
な
、
自
由
な　

民
主
的
な
公
共
団
体
の
市
民
の
行
為
能
力
と
寄
与
能
力
の
根
本
的
な

活
動
条
件
な
の
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る

（
35
）

。

連
邦
裁
判
所
の
こ
の
自
己
情
報
決
定
権
の
考
え
方
は
、
一
九
九
〇
年
改
正
の
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る

（
36
）

。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
三
条
一
項
の
「
特
定
の
、
特
定
可
能
な
人
の
一
身
的
で
具
体
的
な
状
況
に

関
す
る
情
報
」
で
あ
る
個
人
情
報
と
し
て
の
不
動
産
の
画
像
を
開
示
す
る
か
否
か
を
、
自
己
情
報
決
定
権
に
よ
り
決
定
で
き
る
こ
と
に
な

一
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る
の
で
あ
る
。3　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

⑴　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
論

ⅰ　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
論
の
概
観

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
権
利
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
文
献
に
よ
れ
ば
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
〇
年
に
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
が
発
表
し
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
」
に

掲
載
さ
れ
た
論
文
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利

（
37
）

」
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
（
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
）
が
不
法
行
為
上
の
問

題
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
不
法
行
為
上
の
権
利
と
し
て
認
識
さ
れ
る
素
地
が
整
っ
た

と
さ
れ
る

（
38
）

。
一
九
六
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
に
プ
ロ
ッ
サ
ー
が
論
文
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
論

文
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
関
す
る
判
例
を
精
査
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
行
為
の
態
様
を
整
理
し
よ
う
と
試
み
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ッ
サ
ー
は
、
不
法
行
為
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
、
四
類
型
に
分
類
し
た

（
39
）

。
こ
の
プ
ロ
ッ

サ
ー
の
分
類
は
、「
不
法
行
為
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
理
論
と
し
て
評
価
さ
れ
る
」
が
、「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
権
利
と
い
う
一
つ
の
法
的
権
利
を
承
認
す
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

（
40
）

。

新
保
史
生
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
六
〇
年
代
以
降
の
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関
す
る
議
論
の
中
で
は
、「
自
律
権
と
し
て
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
と
「
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
発
展
し
て
き
た
と

解
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
す
る

（
41
）

。
そ
し
て
、「
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関

一
五
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
三
八
）

の
盗
聴
問
題
を
中
心
と
し
て
、
電
話
盗
聴
が
修
正
第
四
条
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
と
す
る
「
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド

（
42
）│

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

（
43
）

法

理
」（O

lm
stead-G

oldm
an doctrine

）
が
、
一
九
六
七
年
の
カ
ッ
ツ
事
件
判
決

（
44
）

に
よ
り
破
棄
さ
れ
る
経
過
で
説
明
さ
れ
る
。
カ
ッ
ツ
事
件

判
決
で
は
、「
修
正
四
条
は
人
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
り
、
場
所
を
保
護
す
る
規
定
で
は
な
い

（
45
）

」
と
修
正
第
四
条
の
適
用
を
認
め
る
の
で

あ
る
と
説
く

（
46
）

。

こ
れ
に
対
し
、
山
本
龍
彦
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
主
た
る
関
心
が
個
人
に
関
す
る
情
報
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
へ
と
移
行
し
始
め
た
と
捉
え
、
日
本
に
お
け
る
「
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
説
と
の
関
係
を
含
め
て
、
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
を
説
明
さ
れ
る

（
47
）

。
山
本
に
よ
れ
ば
、
リ
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
と
フ
リ
ー
ド
が
、
著
書
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
自
由
」
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
「
自
己
に
関
す
る
情
報
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
範
囲
で
他
者
に
伝
達
す
る
か
を
自
ら
決
定
す
る
と
い
う
個
人
、

集
団
ま
た
は
組
織
の
要
求
」
と
定
義
し
、
フ
リ
ー
ド
が
、
論
文
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（
48
）

」
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、「
秘
密
性
や
、
他
者
が
自

己
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
制
限

（
49
）

」
と
捉
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
こ
れ
を
「
自
己
に
関
す
る
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
50
）

」
と
定
義
し
た
と

い
う
流
れ
を
、「
ウ
エ
ッ
ト
な
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
と
呼
ん
で
説
明
す
る

（
51
）

。
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
高
度
デ
ジ

タ
ル
社
会
へ
の
対
応
か
ら
、
議
論
の
重
点
が
「
事
後
的
で
個
別
具
体
的
な
（
不
法
）
行
為
（specifi c w

rongs

）
で
は
な
く
、
情
報
シ
ス
テ

ム
や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
造
な
い
し
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
そ
れ
自
体
に
置
く
「
構
造
論
的
転
回
（structural turn

） 

」」
が
起
こ
っ
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
論
の
重
点
は
、「
シ
ス
テ
ム
構
築
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
構
造
や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
ど
の
よ
う
に
設
計
す
べ
き
か
（
濫

用
等
の
危
険
を
防
ぐ
強
い
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
は
如
何
な
る
も
の
か
）
と
い
う
問
題
へ
と
移
っ
て
き
て
い
る
」
と
す
る
見
解
を
情
報
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
学
派
（
ド
ラ
イ
な
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
）
と
説
明
す
る

（
52
）

。
こ
の
学
派
に
よ
れ
ば
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
的

と
し
た
（
又
は
シ
ス
テ
ム
構
築
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
）
個
人
情
報
の
収
集
・
保
存
に
よ
っ
て
「
侵
害
」
さ
れ
う
る

（
53
）

」
も
の
と
し
て

一
五
八



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
三
九
）

い
る
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
の
多
く
の
文
献
を
挙
げ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
「
社
会
公
共
的
価
値
、
公
共
的
価
値
と
し
て
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
54
）

。

ⅱ　

公
共
空
間
か
ら
の
私
的
空
間
の
侵
害

公
共
空
間
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
（
グ
ー
グ
ル
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
主
張
の
根
拠
と
思
わ
れ
る
）
に
つ
い
て
、
ロ
ー
レ
ン

ス
・
レ
ッ
シ
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
理
論
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
理
論
）
に
よ
れ

ば
、
人
は
「
公
共
の
場
に
で
る
こ
と
で
、
そ
の
人
は
自
分
に
つ
い
て
他
人
が
知
る
こ
と
を
隠
し
た
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
権
利
を

す
べ
て
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
人
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
送
信
す
る
事
実
は
「
空
気
の
よ
う
に
自
由
に
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ
て

い
る

（
55
）

」。
法
は
公
共
的
な
状
況
で
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
一
切
法
的
な
保
護
を
提
供
し
な
い
」
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
レ
ッ
シ
グ
は
、
公
共
の
場
に
い
る
と
き
の
各
種
事
実
は
、
憲
法
起
草
者
た
ち
に
よ
る
明
確
な
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
守
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
く
「
法
的
に
は
保
護
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
う
し
た
事
実
を
集
め
た
り
利
用
し
た
り
す
る
コ
ス
ト
の
高
さ
に
よ
っ
て
実
質
的

に
守
ら
れ
て
」
い
た
の
で
あ
る
と
説
く
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
デ
ー
タ
の
収
集
と
検
索
を
極
め
て
簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
し
、

「
も
と
も
と
監
視
を
目
的
と
し
な
い
技
術
や
、
限
ら
れ
た
監
視
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
技
術
が
、
い
ま
や
堂
々
た
る
監
視
技
術
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
技
術
の
総
和
は
、
驚
く
ほ
ど
の
検
索
可
能
な
デ
ー
タ
を
作
り
出
す
。
そ
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
点
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
技
術
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
通
常
社
会
に
住
む
一
般
人
が
こ
の
監
視
か
ら
逃
れ
る
方
法
は
基
本
的
に
な
く
な
る

（
56
）

。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
は
、
無
差
別
な
検
索
が
ま
っ
た
く
邪
魔
に
な
ら
な
く
て
も
、
検
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
も

そ
も
検
索
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
「
人
の
尊
厳
に
対
す
る
攻
撃
だ

（
57
）

」
と
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
本
質
は

「
人
の
尊
厳
」
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
レ
ッ
シ
グ
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
脅
威

一
五
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
四
〇
）

は
、
政
府
（
を
は
じ
め
と
す
る
組
織
）
が
公
共
の
場
で
人
の
活
動
を
ス
パ
イ
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
捜
査
」
と
、
民
間
（
を
は
じ
め
と
す
る
）
組
織

に
よ
る
、
増
大
し
た
デ
ー
タ
の
商
業
目
的
の
利
用
、
情
報
源
か
ら
の
搾
取
等
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
58
）

。

レ
ッ
シ
グ
が
指
摘
す
る
公
共
空
間
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
伝
統
的
な
理
論
は
、
ま
さ
に
グ
ー
グ
ル
が
無
修
正
の
道
路
周
辺
映
像

（
画
像
）
を
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
公
開
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
主
張
す
る
根
拠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
の
判
決

（
本
稿
2
⑵
参
照
）
や
各
国
の
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
等
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
対
す
る
画
像
処
理
の
指
示
（
勧
告
）
か
ら
も
、
後
述
の
よ

う
に
わ
が
国
の
学
説
・
判
例
に
お
い
て
も
公
共
空
間
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
の
理
論
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
グ
ー
グ
ル
は
各
国
の
道
路
周
辺
情
報
を

撮
影
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
差
別
な
検
索
が
可
能
な
膨
大
な
デ
ー
タ
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
グ
は
、
個
々
の
デ
ー
タ
も
集
積

さ
れ
、
捜
索
、
検
索
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
な
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伝
統
的
な
公
共
空
間
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
理
論
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
レ
ッ
シ
グ
の
見
解
に
よ
れ
ば
グ
ー
グ
ル
の
撮
影
・
集
積
・
開
示
行
為
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑶　

我
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
論

ⅰ　

私
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

わ
が
国
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宴
の
あ
と
」
事
件
を
契
機
と
し
て
私
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
広
く
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
東

京
地
方
裁
判
所
は
、
本
事
件
判
決
（
昭
和
三
九
年
九
月
二
八
日
判
タ
一
六
五
頁
）
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
定
義
し
、
ま
た
、
そ
の
権
利

侵
害
の
成
立
要
件
も
提
示
し
た
。

一
六
〇



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
四
一
）

判
決
は
、「
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と
捉
え
る
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
古
典
的
な
考
え
方
の
延
長
に
あ
る
と

い
え
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
し
て
、「
私
生
活
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
と
い
う
法
的
保
障
な
い
し
権
利
」
と
定
義
し
た
。
そ
の
権
利

侵
害
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
は
、

①　
「
私
生
活
上
の
事
実
ま
た
は
私
生
活
上
の
事
実
ら
し
く
受
け
取
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
こ
と
」

②　
「
一
般
人
の
感
受
性
を
基
準
に
し
て
当
該
私
人
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
公
開
を
欲
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
ら
で

あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
一
般
人
の
感
覚
を
基
準
と
し
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
理
的
な
負
担
、
不
安
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
こ
と
」

③　
「
一
般
の
人
々
に
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
こ
と
」

④　
「
こ
の
よ
う
な
公
開
に
よ
っ
て
当
該
私
人
が
実
際
に
不
快
、
不
安
の
念
を
覚
え
た
こ
と
」

を
挙
げ
て
い
る
。

ⅱ　
「
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
説
（
通
説
）

1
．
一
九
六
〇
年
代
に
な
り
、
主
に
ア
メ
リ
カ
で
「
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
」
が
現
れ
、
わ
が
国
で
も
こ
の
よ
う
な
見
解
が
主
張
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
佐
藤
幸
治
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
、「
個
人
が
道
徳
的
自
律
の
存
在
と
し
て
、
自
ら
善
で
あ
る
と
判
断
す
る

目
的
を
追
求
し
て
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
、
自
己
の
存
在
に
か
か
わ
る
情
報
を
開
示
す
る
範
囲
を
選
択
で
き
る
権
利
」
と
定
義
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
の
権
利
は
、「
幸
福
追
求
権
」
の
一
部
を
構
成
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、「
情
報

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
」
説
と
呼
ば
れ
る
と
説
明
す
る

（
59
）

。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、「
公
権
力
が
そ
の
人
の
意
思
に
反
し
て
接
触
を
強

要
し
、
そ
の
人
の
道
徳
的
自
律
の
存
在
に
か
か
わ
る
情
報
（
仮
に
こ
れ
を
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
固
有
情
報
」
と
呼
ぶ
）
を
取
得
し
、
あ
る
い
は

一
六
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
四
二
）

利
用
な
い
し
対
外
的
に
開
示
す
る
こ
と
が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
る
」
領
域
の
も
の
と
、
公
権
力
が
、
個
人
の
道
徳
的
自
律
の
存
在
に
直
接

か
か
わ
ら
な
い
外
的
事
項
に
関
す
る
個
別
的
情
報
（
仮
に
こ
れ
を
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
外
延
情
報
」
と
呼
ぶ
）
を
、
正
当
な
政
府
目
的
の
た
め

に
、
正
当
な
方
法
を
通
じ
て
取
得
・
保
有
・
利
用
し
て
も
、
直
ち
に
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
の
侵
害
と
は
い
え
な
い
」
が
、
外
延
情

報
も
、
悪
用
さ
れ
ま
た
は
集
積
さ
れ
る
と
き
、
個
人
の
道
徳
的
自
律
の
存
在
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利

の
侵
害
の
問
題
が
生
ず
る
」
と
す
る

（
60
）

。
つ
ま
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
「
固
有
情
報
」
と
「
外
延
情
報
」
と
い
う
二
つ
の
領
域
が
あ
り
、
そ

の
保
護
に
違
い
が
あ
る
と
す
る
。

情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
説
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
を
、
固
有
情
報
と
外
延
情
報
に
区
別
し
て
い
る
。（
公
共
空
間
で
あ
っ
て
も
）

警
察
官
が
正
当
な
理
由
な
く
容
貌
の
撮
影
を
す
る
こ
と

（
61
）

は
、
固
有
情
報
と
し
て
の
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
問
題
で
あ
る
が

（
62
）

、
外
延
情
報

の
場
合
は
、
情
報
が
悪
用
さ
れ
ま
た
は
集
積
さ
れ
る
と
き
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
問
題
が
生
ず
る
が
、「
正
当
な
政
府
目
的
の
た
め
に
、

正
当
な
方
法
を
通
じ
て
取
得
・
保
有
・
利
用
し
て
も
、
直
ち
に
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
の
侵
害
と
は
い
え
な
い

（
63
）

」
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
固
有
情
報
と
外
延
情
報
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
の
程
度
に
差
異
を
設
け
、
自
己
の
存
在
に
か
か
わ
る
情
報
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
肥
大
化
を
防
ご
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
社
会
」
に
お
い
て
は
、「
外
延
情
報
も

個
人
の
知
ら
な
い
ま
ま
に
集
積
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
た
り
し
て
様
々
な
利
用
対
象
と
さ
れ
る
と
き
、
個
人
の
道
徳
的
自
立
の
存

在
を
脅
か
す
可
能
性
が
生
じ
」
る
の
で
、「
広
く
「
個
人
情
報
」
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
保
護
の
あ
り
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
」
り
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
方
に
つ
き
ル
ー
ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
」

と
す
る
に
至
っ
て
い
る

（
64
）

。
そ
の
ル
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
法
（
平
成
一
五
年
施
行
）
を
挙
げ
て
い
る

（
65
）

。
他
方
、
情
報
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
説
の
い
う
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
固
有
情
報

（
66
）

」
は
、
い
わ
ゆ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
「
指
紋
」
は
固

一
六
二
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三
）

有
情
報
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う

（
67
）

。
今
日
、
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
認
証
技
術

（
68
）

の
発
達
に
よ
り
、
人
の
様
々
な
身
体
情
報
を
利
用
し
て
個
人

を
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
例
え
ば
、「
容
貌
等
の
写
真
」（
例
え
ば
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
）
を
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
認
証
の
識
別

情
報
に
利
用
す
る
場
合
、
こ
の
写
真
は
固
有
情
報
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
固
有
情
報
（
厳
格
審
査
に
よ
る
）
と
外
延
情
報
（
比
較
衡
量
に

よ
る
）
に
よ
り
保
護
に
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
確
に
区
別
で
き
な
け
れ
ば
十
分
な
保
護
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る

（
69
）

。
こ
の
区
別
は
い

わ
ゆ
る
「
自
己
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
の
イ
ン
フ
レ
化
を
防
ぐ
た
め
の
峻
別
機
能
で
あ
る
が
、
情
報
化
社
会
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
の
為
に
は
、
柔
軟
性
に
欠
け
る
も
の
と
思
わ
れ
、
急
速
に
技
術
進
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応
し
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

2
．
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
説
に
よ
れ
ば
、
外
延
情
報
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
範
囲
・
程
度
は
、
文
脈
依
存
的

に
判
断
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
は
、
憲
法
の
規
定
に
隠
さ
れ
て
い
た
あ
い
ま
い

さ
の
検
討
を
通
し
て
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
ま
ず
レ
ッ
シ
グ
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
。
閲
覧
許
可
が
な
け
れ
ば
保
有

す
る
こ
と
が
違
法
な
フ
ァ
イ
ル
を
発
見
す
る
為
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
ワ
ー
ム
を
作
成
す
る
。
そ
の
ワ
ー
ム
は
あ
ら
ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
侵
入
し
、

侵
入
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
を
全
く
妨
害
す
る
こ
と
な
く
問
題
の
フ
ァ
イ
ル
を
捜
索
し
、
発
見
し
た
場
合
に
の
み
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
連
絡
し
、

な
い
場
合
は
自
分
自
身
を
消
去
す
る
。
こ
の
ワ
ー
ム
に
よ
る
捜
査
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
に
反
す
る
汎
用
捜
査
と
な
る
の
か
、
明

ら
か
な
容
疑
が
な
く
て
も
憲
法
上
容
認
さ
れ
て
い
る
空
港
の
麻
薬
捜
査
犬
に
よ
る
捜
査
と
同
じ
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

（
70
）

。

レ
ッ
シ
グ
は
、
こ
れ
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
が
何
を
守
る
か
と
い
う
考
え
方
次
第
で
あ
る
と
し
、「
一
つ
の
見
方
と
し
て
は
、
修

正
第
四
条
は
、
容
疑
な
し
に
政
府
が
侵
入
し
て
く
る
の
を
防
ぐ
。
そ
の
侵
入
が
、
邪
魔
だ
ろ
う
と
そ
う
で
な
か
ろ
う
と
関
係
な
い
。
二
番

目
の
見
方
と
し
て
は
、
修
正
第
四
条
は
負
担
に
な
る
侵
入
か
ら
市
民
を
守
る
も
の
で
、
罪
状
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
十
分
な
容
疑
の
あ

る
者
だ
け
に
そ
の
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
。
憲
法
の
枠
組
み
を
決
め
た
人
々
は
、
こ
の
と
て
も
ち
が
っ
た
保
護

一
六
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の
あ
り
方
を
区
別
し
な
い
。
当
時
の
技
術
で
は
そ
う
し
た
区
別
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
説
明
す
る

（
71
）

。
そ
し
て
、「
憲
法
の
保
護

に
つ
い
て
の
公
平
な
見
方
に
は
、
二
種
類
の
方
向
性
が
あ
り
得
る
。
ワ
ー
ム
の
侵
入
は
、
憲
法
修
正
第
四
条
が
守
ろ
う
と
し
た
尊
厳
に
反

す
る
と
い
う
見
方
を
し
て
も
い
い
し
、
あ
る
い
は
ワ
ー
ム
の
侵
入
は
妨
害
性
が
な
い
の
で
十
分
合
理
的
だ
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
答
え

は
ど
ち
ら
で
も
い
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
ワ
ー
ム
が
も
た
ら
す
変
化
は
、
も
と
の
憲
法
の
規
定
に
隠
さ
れ
て
い
た
あ
い
ま
い
さ
を
暴

露
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
も
と
の
文
脈
で
は
、
規
定
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
（
汎
用
捜
査
は
ダ
メ
）
が
、
現
在
の
文
脈
で
は
、
憲
法
が
ど

の
価
値
観
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
、
規
定
が
変
わ
っ
て
く
る
。
問
題
は
い
ま
や
（
少
な
く
と
も
）
二
つ
の
ち
が
っ
た
答
え
の

間
で
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
答
え
も
価
値
観
次
第
で
は
可
能
な
の
で
、
ど
っ
ち
か
を
わ
れ
わ
れ
が
選
ば
な
く
て
は
な
ら
な

い
（
72
）

」
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
レ
ッ
シ
グ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
範
疇
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
文
脈
依
存
で
は
結
論
を
導
き
え
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
文
脈
依
存
的
な
判
断
」
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
さ
れ
る
範
囲
を
明
確

に
区
別
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

3
．
高
橋
寛
は
、
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に
立
ち
つ
つ
、
住
宅
画
像
が
無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
世
界
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
住
人
の
心
の
静
穏
を
乱
し
て
い
る
」
と
捉
え
、
平
穏
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
現
代
社
会
に

お
い
て
、
他
者
か
ら
自
己
の
欲
し
な
い
刺
激
に
よ
っ
て
心
を
乱
さ
れ
な
い
利
益
、
い
わ
ば
心
の
静
穏
の
利
益
も
ま
た
、
不
法
行
為
法
上
、

被
侵
害
利
益
と
な
り
う
る
も
の
と
認
め
て
よ
い

（
73
）

」
と
し
、
同
様
に
最
高
裁
は
、「
個
人
が
他
者
か
ら
自
己
の
欲
し
な
い
刺
戟
に
よ
っ
て
心

の
静
穏
を
乱
さ
れ
な
い
利
益
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
を
広
い
意
味
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

（
74
）

」
と
し
て
い
る
と
説
く

（
75
）

。

こ
れ
は
、
共
に
伊
藤
正
巳
裁
判
官
の
見
解
で
あ
る
。

伊
藤
裁
判
官
は
、
最
高
裁
昭
和
六
三
年
一
二
月
二
〇
日
判
決
（
商
業
宣
伝
放
送
差
止
等
請
求
事
件
）
の
補
足
意
見
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

一
六
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説
明
し
て
い
る
。「
私
見
に
よ
れ
ば
、
他
者
か
ら
自
己
の
欲
し
な
い
刺
戟
に
よ
っ
て
心
の
静
穏
を
害
さ
れ
な
い
利
益
は
、
人
格
的
利
益
と

し
て
現
代
社
会
に
お
い
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
包
括
的
な
人
権
と
し
て
の
幸
福
追
求
権
（
憲
法
一
三
条
）
に
含
ま
れ
る
と
解
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
精
神
的
自
由
権
の
一
つ
と
し
て
憲
法
上
優
越
的
地
位
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
社
会
に
存
在
す
る
他
の
利
益
と
の
調
整
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
個
人
の
人
格
に
か
か

わ
る
被
侵
害
利
益
と
し
て
の
重
要
性
を
勘
案
し
つ
つ
も
、
侵
害
行
為
の
態
様
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
違
法
な
侵
害
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
の
側
か
ら
み
る
と
き
に
は
、
対
立
す
る
利
益
（
そ
こ
に
は
経
済
的
自
由
権
も
当
然
含
ま

れ
る
。）
と
の
較
量
に
た
っ
て
、
そ
の
侵
害
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
相
関
関
係
を
判
断
す

る
た
め
に
は
、
侵
害
行
為
の
具
体
的
な
態
様
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
伊
藤
裁
判
官
は
、
心

の
静
穏
の
利
益
は
公
共
空
間
に
お
い
て
は
さ
ら
に
弱
い
権
利
と
な
り
、
市
営
地
下
鉄
の
列
車
内
に
お
け
る
商
業
宣
伝
放
送
（
経
済
的
自
由

権
）
よ
り
も
劣
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
心
の
静
穏
の
利
益
は
極
め
て
弱
い
権
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
第
一
次
提

言
（
案
）」
は
「
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
図
情
報
の
価
値
を
大
幅
に
高
め
得
る
も
の
で
あ
り
、
現
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
今
後
も
様
々
な
活
動
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
高
い
将
来
性
・
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

（
76
）

」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
心

の
静
穏
の
利
益
と
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
利
用
が
比
較
衡
量
さ
れ
た
場
合
、
心
の
静
穏
の
利
益
が
保
護
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

と
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
得
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
に
弱
い
権
利
で
あ
る
平
穏
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は

疑
問
で
あ
る
。

⑶　

情
報
化
社
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

芦
部
信
喜
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
自
己
に
関
す
る
情
報
を
「
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
ま
で
、
他
者
に
伝
達
す
る
か
を
自

一
六
五
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ら
決
定
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
個
人
情
報
の
収
集
、
管
理
・
利
用
、
開
示
・
提
供
の
す
べ
て
に
つ
き
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
る
。
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
本
来
の
自
由
権
と
し
て
の
性
格
の
ほ
か
に
、

積
極
的
な
請
求
権
と
し
て
の
性
格
を
も
有
す
る
点
で
、
い
わ
ゆ
る
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
よ
り
も
強
力
な
権
利
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
77
）

。

こ
の
見
解
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
積
極
的
な
請
求
権
と
し
て
の
性
格
を
も
有
す
る
と
す
る
点
で
、
い
わ
ゆ
る
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
よ
り
も
強
力
な
権
利
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

さ
ら
に
芦
部
は
、「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
「
個
人
の
人
格
的
生
存
に
か
か
わ
る
重
要
な
私
的

事
項
（
た
と
え
ば
容
ぼ
う
、
前
科
な
ど
の
自
己
に
関
す
る
情
報
）
は
各
自
が
自
律
的
に
決
定
で
き
る
自
由

（
78
）

」
で
あ
る
。
個
人
情
報
は
「
実
際
に

は
相
互
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
す
べ
て
の
情
報
に
一
定
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
性
が
認
め
ら
れ
る
」
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
私
的
事
項
に
は

情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
の
説
く
固
有
情
報
と
外
延
情
報
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
共
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
上
で
、「
①
だ
れ
が
考
え
て

も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
情
報
、
②
一
般
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
考
え
ら
れ
る
情
報
、
③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
該
当
す
る
か
否

か
判
然
と
し
な
い
情
報
、
④
法
令
の
規
定
に
よ
っ
て
何
人
で
も
閲
覧
で
き
る
情
報
等
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
79
）

。「
一
般
原
則
に
欠

け
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
性
の
み
を
根
拠
に
あ
ら
か
じ
め
二
分
せ
ず
、
個
人
情
報
す
べ
て
を
保
護
の
対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
、
そ
の
収
集
、

保
護
、
利
用
な
い
し
開
示
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
の
有
無
が
争
わ
れ
た
場
合
」、
①
に
つ
い
て
は
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
基
準
」、

②
に
つ
い
て
は
「
厳
格
な
合
理
性
」
基
準
を
用
い
て
判
断
す
る
の
が
妥
当
だ
と
し
て
い
る

（
80
）

。
こ
の
見
解
は
、
特
に
③
の
場
合
に
も
侵
害
に

対
す
る
予
防
効
果
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
考
察
し
て
み
る
と
、
道
路
周
辺
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
さ
れ
る
住
居
画
像
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
言
え
る
た
め
に
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
画
像
に
写
り
込
ん
で
い
る
情
報
か
ら
そ
の
住
居
に
関
わ
る
個
人
が

一
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ー
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野
）
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七
）

特
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
モ
リ
ッ
ツ
は
、
ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
と
他
の
情
報
と
を
照
合
し
て
そ
こ
に
住
む
者
の
生
活
を
探
り
だ
す
こ
と
が
で
き
、
知
り
え
た
そ
の
人
の
生
活
状
況
に
つ

い
て
得
ら
れ
る
情
報
は
ド
イ
ツ
連
邦
保
護
法
三
条
一
項
の
意
味
で
の
個
人
に
関
わ
る
情
報
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
81
）

。
ま
た
、
わ
が
国
で
は
、

道
路
周
辺
映
像
は
地
方
自
治
体
の
固
定
資
産
税
の
管
理
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
映
像
（
画
像
）
は
、

個
人
の
資
産
を
表
し
て
い
る
映
像
（
画
像
）
で
あ
る
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
為
に
は
、
情
報
の
収
集
、
収
集
後
の
安
全
、
目
的
外
の
使
用
等
に
対
す
る
情
報
提
供
者
の
選
択
決
定

権
を
保
護
の
対
象
に
含
ま
な
け
れ
ば
不
十
分
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
原
則
と
し
て
個
人
情
報
の
処
分
権
は
権
利
主
体
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
侵
害
の
危
険
性
に
対
す
る
権
利
の
主
張
が
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
も
い
え
よ
う
が
、
憲
法
上
の
権
利
と
み
な
さ
れ
る
多

く
が
、「
将
来
生
じ
う
る
核
心
的
憲
法
価
値
の
侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
設
定
さ
れ
た
政
策
的
で
戦
略
的
な
ル
ー
ル

（
82
）

」
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
自
体
と
し
て
は
小
さ
な
個
人
情
報
で
あ
っ
て
も
、
名
寄
せ
を
可
能
に
す
る
検
索
条
件
と
な
る
情
報
の
収
集
・
提
供
に
よ
っ
て
起
こ
る

人
格
権
の
侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
情
報
な
ど
日
本
で
は
情
報

収
集
行
為
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
個
人
情
報
の
収
集
行
為
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
83
）

。
そ
れ
ゆ

え
、
住
居
画
像
が
名
寄
せ
の
為
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
る
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
一
旦
漏
え
い
さ
れ
た
情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
か
ら
消
し
去
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
は
、
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
に
つ
い
て
オ
プ
ト
イ
ン
を
規
定
す
る
。
こ
の
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
も
侵

害
危
険
性
か
ら
の
事
前
保
護
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
四
八
）

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
警
察
の
自
動
記
録
装
置
に
よ
る
自
動
車
登
録
番
号
の
撮
影
に
関
し
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、

些
細
な
意
味
し
か
有
し
な
い
情
報
で
あ
っ
て
も
、
利
用
の
目
的
、
現
在
の
処
理
お
よ
び
結
合
可
能
性
に
よ
り
、
該
当
者
の
私
生
活
お
よ
び

行
動
の
自
由
に
基
本
法
上
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
得
る
。
電
子
情
報
処
理
技
術
の
下
に
お
い
て
は
、
利
用
の
脈
絡
と
関
係
な

く
、
全
く
重
要
で
な
い
個
人
情
報
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
と
し
て
い
る

（
84
）

。
情
報
化
社
会
は
、「
千
丈
の
堤
も
蟻
の
一
穴
か
ら
」
と
い
う

社
会
で
あ
り
、
些
細
と
思
わ
れ
る
情
報
か
ら
個
人
が
特
定
さ
れ
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
道
路
周

辺
映
像
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
住
居
画
像
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
個
人
情
報
を
含
み
提
供
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
由
権
と
し
て
の
性
格
と
自

己
に
関
す
る
情
報
の
積
極
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
含
ん
だ
情
報
化
社
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

3　

公
共
空
間
か
ら
の
私
有
空
間
の
侵
害
（
住
居
（
建
物
）
へ
の
侵
害
を
中
心
と
し
て
）

ⅰ　

住
居
情
報
に
関
す
る
わ
が
国
の
判
例

1
．
わ
が
国
で
は
一
般
に
、
公
共
空
間
か
ら
撮
影
さ
れ
た
住
居
の
外
観
の
写
真
が
、
当
該
個
人
の
な
ど
の
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
と

共
に
公
表
さ
れ
る
場
合
に
は
当
該
個
人
の
住
居
の
外
観
の
写
真
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
法
的
保
護
の
対
象
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
件
に
関
す
る
判
例
と
し
て
は
、
タ
レ
ン
ト
の
自
宅
等
の
情
報
の
地
図
や
建
物
の
写
真
を
掲
載
し
た
書
籍
を
出
版
・
販
売
し
た
と
い

う
事
案
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
な
く
「
自
宅
又
は
実
家
の
所
在
地
を
公
表
す
」
る
こ
と
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
を
侵
害
す
る
違

法
行
為
と
の
評
価
を
免
れ
な
い
」
と
す
る
東
京
地
裁
平
成
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
が
あ
る

（
85
）

。
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、「
一
般
に
、
他

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私
的
事
項
を
み
だ
り
に
公
表
さ
れ
な
い
利
益
（
以
下
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
」
と
い
う
。）
は
、
個
人
の
人
格
的
生

一
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（
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九
）

存
に
不
可
欠
な
人
格
的
利
益
と
し
て
法
的
保
護
に
値
す
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
」、「
公
表
さ
れ
た
あ
る
事
項
が
法
的
保
護
の
対
象
と

な
る
「
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私
的
事
項
」
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
事
項
が
い
わ
ゆ
る
「
宴
の
後
」
判
決
の
成
立
要
件
を
充

足
す
る
必
要
が
あ
る
」。「
私
生
活
上
の
本
拠
地
た
る
自
宅
等
の
住
居
は
」、「
極
め
て
私
事
性
が
高
い
空
間
で
あ
」
り
、「
そ
の
所
在
地
に

関
す
る
情
報
は
私
生
活
上
の
事
柄
に
該
当
す
る
」（
成
立
要
件
①
）。「
自
宅
等
の
住
居
の
所
在
地
に
関
す
る
情
報
は
、
今
日
の
社
会
に
お
い

て
、
通
常
の
一
般
人
で
あ
れ
ば
自
分
が
そ
れ
を
知
ら
せ
た
相
手
又
は
知
ら
せ
て
も
よ
い
と
思
う
相
手
以
外
の
不
特
定
多
数
の
第
三
者
に
知

ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
自
宅
等
の
住
居
の
所
在
地
が
見
ず
知
ら
ず
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
あ
る
い
は
自
ら
の
私
生
活
の
平
穏
が
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
抱
き
一
般
に
何
ら
か
の
心
理
的
な
負
担
を
覚
え
る
事
柄

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
宅
等
の
住
居
の
所
在
地
に
関
す
る
情
報
は
、
一
般
人
の
感
性
を
基
準
に
し
て
、
公
開
を
欲
し
な
い
で
あ
ろ
う

と
認
め
ら
れ
る
事
柄
と
い
え
る
」（
成
立
要
件
②
）。「
更
に
、
個
人
の
自
宅
等
の
住
居
の
所
在
地
に
関
す
る
情
報
は
」、
当
該
個
人
の
周
辺

の
人
々
の
間
等
に
周
知
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
一
般
の
人
々
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
宅
等
の
住

居
の
所
在
地
に
関
す
る
情
報
」
は
成
立
要
件
③
を
満
た
す
。
よ
っ
て
、「
一
般
に
、
個
人
の
自
宅
等
の
住
居
の
所
在
地
に
関
す
る
情
報
を

み
だ
り
に
公
表
さ
れ
な
い
利
益
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
と
し
て
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
」
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
、
自
宅
（
建
物
）
の
写
真
が
特
定
の
個
人
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
他
の
情
報
と
共
に
開
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、

特
定
の
人
物
の
集
約
さ
れ
た
情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
単
純
な
自
宅
（
建
物
）
の
写
真
の
公
開
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
判
決
の
解
釈
と
し
て
、
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ

と
が
で
き
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
宅
（
建
物
）
の
写
真
で
あ
れ
ば
、
公
開
を
欲
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
認

め
ら
れ
る
事
柄
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
五
〇
）

2
．
直
接
的
な
事
案
と
し
て
は
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
り
住
居
と
洗
濯
物
の
画
像
が
公
開
さ
れ
た
行
為
を
不
法
行
為
と

し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
が
あ
る

（
86
）

。
こ
の
事
案
の
裁
判
所
の
判
断
に
関
し
て
、
原
告
代
理
人
武
藤
糾
明
弁
護
士
は
、
本
判
決
は
、
写

真
な
い
し
画
像
の
撮
影
行
為
に
つ
い
て
、「
被
撮
影
者
の
承
諾
な
く
容
ぼ
う
・
姿
態
が
撮
影
さ
れ
る
場
合
に
は
肖
像
権
侵
害
と
し
て
類
型

的
に
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
容
ぼ
う
・
姿
態
以
外
の
私
的
事
項
に
つ
い
て
も
、
そ
の
撮
影
行
為
に
よ
り
私
生
活
上
の
平
穏
の
利
益

が
侵
さ
れ
、
違
法
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
し
て
不
法
行
為
を
構
成
し
、
法
的
な
救
済
の
対
象
と
さ
れ
る

と
解
さ
れ
る
」
と
し
、
本
件
に
つ
い
て
は
、「
一
般
人
を
基
準
と
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
画
像
を
撮
影
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
私
生
活
の
平

穏
が
侵
害
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
も
の
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
公
表
行
為
に
つ
い
て
は
、「
本
件
画
像
に
お
い
て
は

ベ
ラ
ン
ダ
に
掛
け
ら
れ
た
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
画
像
に
不
当
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で

公
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
公
表
さ
れ
た
本
件
画
像
か
ら
は
、
控
訴
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
の
権
利
ま
た
は
法
的
に
保
護
す
べ
き

利
益
の
侵
害
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
し
て
不
法
行
為
の
成
立
を
否
定
し
た
と
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
原
告
代
理
人

が
、「
宴
の
あ
と
事
件
」
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
定
義
「
私
生
活
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
法
的
保
障
な
い
し
権
利
」
に
つ
い
て
、「
公

開
以
前
の
収
集
段
階
で
検
討
す
べ
き
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
た
」
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
本
判
決
が
、
情
報
収
集
段
階
で
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
公
共
空
間
か
ら
撮
影
さ

れ
た
住
居
の
情
報
は
、
そ
の
撮
影
行
為
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
グ
ー
グ
ル
が
主
張
す

る
「
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
理
論
」
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
全
く
な
い
と
い
え
る
。

原
告
代
理
人
は
、
個
人
情
報
保
護
法
違
反
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
住
所
検
索
と
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
画
像
が
関

連
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
控
訴
人
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
個
人
情
報
に
該
当
し
な
い
と
解
さ
れ

一
七
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道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
五
一
）

る
」
と
判
示
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
5
で
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

ⅱ　

情
報
収
集
の
相
当
性
と
公
表
方
法
の
相
当
性

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
と
情
報
の
伝
わ
る

範
囲
は
き
わ
め
て
広
い
こ
と
、
侵
害
さ
れ
る
の
は
公
人
等
の
著
名
人
で
は
な
く
一
般
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
の
侵
害
に
よ
り
受
け
る
被
害
は
必
ず
し
も
小
さ
く
な
い

（
87
）

」
と
し
た
上
で
、
前
者
の
判
例
（
東
京
地
裁
平
成
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
）
に

基
づ
い
て
情
報
収
集
の
相
当
性
と
公
表
方
法
の
相
当
性
に
つ
い
て
検
討
、
評
価
を
し
て
い
る
。
但
し
、「
第
一
次
提
言
（
案
）」
の
検
討
・

評
価
は
、
利
用
者
（
事
業
者
）
の
視
点
に
立
脚
し
、
画
像
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
の
為
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
な
ら
な
い
基

準
を
示
す
趣
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、
本
稿
に
関
わ
る
点
の
情
報
取
集
の
相
当
性
の
判
断
に
つ
い
て
、
①
敷
地
や
住
居
の
撮
影
の
態
様
に
よ
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
性
に
つ
い
て
は
、（
ａ
）
私
有
地
へ
無
断
侵
入
し
て
撮
影
す
る
場
合
、（
ｂ
）
撮
影
カ
メ
ラ
の
高
さ
を
挙
げ
て
い
る
。

②
公
表
方
法
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
性
に
つ
い
て
は
、（
ａ
）
私
物
な
ど
が
写
り
込
ん
で
い
る
場
合
、（
ｂ
）
表
札
、（
ｃ
）
車
の
ナ

ン
バ
ー
を
挙
げ
て
い
る
。

①
│（
ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
等
か
ら
敷
地
内
が
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
塀
が
あ
る
場
合
、
敢
え
て
そ
の
塀
を
越
え
て
敷

地
内
を
撮
影
す
る
場
合

（
88
）

や
、
人
が
公
道
上
か
ら
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
を
撮
影
す
る
よ
う
な
場
合
も
侵
害
に
該
当
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

②
│（
ａ
）
に
つ
い
て
は
、「
特
定
画
像
に
不
当
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
公
表
さ
れ
た
も
の
」
や
、
そ
の
よ
う
な
画
像
を

集
め
た
よ
う
な
場
合
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
七
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
五
二
）

②
│（
ｂ
）
表
札
に
関
し
て
、「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、
表
札
は
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
と
異
な
り
、
形
状
・
文
字
等
一
貫
性
が
な
い
の
で

解
読
不
能
に
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
難
し
い
と
し
て
、
公
表
状
態
を
認
容
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
各
家
屋
は
住
居
番
号
を

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

（
89
）

、
こ
の
住
居
番
号
も
我
が
国
の
表
札
同
様
、
形
状
・
文
字
等
一
貫
性
が
な
い
。
ま
た
、
郵
便
受
け
や
、
集

合
住
宅
で
は
呼
び
鈴
に
、
各
家
で
は
ま
ち
ま
ち
に
氏
名
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
含
ん
だ
画
像
の
公
開
に
関
し
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
デ
ィ
ッ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
ァ
ー
会
同
は
、
建
築
物
・
住
居
表
示
、
住
居
番
号
が
判
読
不
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
定
し
、
グ
ー
グ
ル
に
決
定
の
遵
守
を
要
求
、
グ
ー
グ
ル
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
表
札
が
た
と
え
公
開
情
報
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一

般
的
に
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
と
他
の
情
報
に
よ
り
自
身
が
照
合
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
表
札
を
表
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
神
戸

地
裁
は
、
職
業
別
電
話
帳
に
住
居
情
報
を
掲
載
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
承
諾
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る

（
90
）

。
作
業
の
煩
雑
さ
は
公
開
が
許
さ
れ
る
相
当
性
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
氏
名
が
個
人
情
報
で
あ
る
以
上
、
完
全
に
判
読
不
能
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

②
│（
ｃ
）
敷
地
内
に
あ
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
も
、
路
上
の
車
の
も
の
と
同
様
、
判
読
不
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
車
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
簡
単
に
個
人
を
特
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
車
か
ら
、
そ
の
車
に
関
係
す
る
個
人
の
行
動
や
人
的
関
係
（
訪
問
先

等
）
が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
、
窓
か
ら
室
内
の
様
子
が
写
り
込
ん
で
い
る
場
合
、
敷
地
内
の
物
品
（
例
え
ば
洗
濯
物
、
子
供
の
遊
具
等
）
の
写
り
込
み
の
場
合
、

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、
東
京
地
裁
昭
和
三
九
年
九
月
二
八
日
判
決
（「
宴
の
後
」
事
件
）
の
要
件
に
照
ら
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て

法
的
保
護
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

（
91
）

と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
個
人
の
生
活
が
特
定
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら

（
92
）

、
家
屋
内
や
私
物

そ
の
も
の
を
判
読
不
能
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
七
二



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
五
三
）

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
こ
れ
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
を
含
む
画
像
か
ら
そ
の
情
報
の
削
除
等
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
修
正

さ
れ
た
後
の
画
像
の
公
開
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
な
い
と
す
る
。

確
か
に
公
開
さ
れ
る
画
像
か
ら
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
情
報
が
抹
消
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
収
集
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵

害
で
あ
る
か
ら
、
情
報
の
収
集
の
際
に
収
集
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
者
の
同
意
が
な
い
限
り
、
修
正
後
の
画
像
の
公
開
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
の
侵
害
と
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
基
づ
く
帰
結
で
あ
り
、
公
開
さ
れ
た
画
像
自
体
に
よ

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
可
能
性
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

4　

個
人
情
報
保
護
法
と
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス

個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
に
対
す
る
侵
害
か
ら
の
具
体
的
保
護
を
規
定
す
る
。「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、
道
路
周
辺
映
像

サ
ー
ビ
ス
と
個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る

（
93
）

。
し
か
し
、
住
所
情
報
に
よ
る
検
索
が
可
能
な
画
像
が
公
開
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
簡
単
に
名
寄
せ
が
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
検
討
し
て
お
り
、
結
論
に
は
疑
問
が
あ
る
。

個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
を
「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
者
で
、
三
項
各
号
（
公

的
機
関
と
個
人
の
権
利
・
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
少
な
い
者
）
に
該
当
し
な
い
者
」
と
定
義
し
、「
個
人
情
報
」、「
個
人
デ
ー
タ
」、「
保
有
個

人
デ
ー
タ
」
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
様
々
な
義
務
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
法
が
、
二
三
条
で
第
三
者
提
供
に
関
す
る
制

限
に
つ
い
て
「
個
人
デ
ー
タ
」
と
規
定
す
る
の
に
対
し
、「
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
一
五

条
二
項
は
、「
個
人
情
報
」
の
第
三
者
提
供
に
つ
い
て
本
人
の
同
意
を
得
る
か
又
は
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
規
定
し
て

保
護
の
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。

一
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
五
四
）

今
日
、
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
グ
ー
グ
ル
が
個
人
情
報
保
護
法
に
い
う
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
い
う
「
電
気
通
信
事
業
者
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
例
え
ば
、
グ
ー
グ
ル
）
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
提
供
さ
れ
て
い
る
画
像
は
、
敷
地
や
住
居
を
除

き
画
像
内
に
存
在
す
る
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
を
原
則
的
に
判
読
不
能
な
状
態
に
加
工
し
て
い
る
の
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
五
条
に
規

定
さ
れ
る
「
個
人
情
報
」
に
該
当
し
な
い
と
主
張
す
る

（
94
）

。
主
張
が
正
し
け
れ
ば
、
道
路
周
辺
映
像
の
提
供
は
、
個
人
情
報
保
護
法
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
何
ら
抵
触
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
個
人
情
報
」
と
は
、
個
人
情
報
保
護
法
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
る
「
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま

れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。）」
で
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
は
、

住
所
に
よ
る
検
索
が
可
能
で
あ
り
、
検
索
結
果
と
し
て
敷
地
や
住
居
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
個
人
が

識
別
さ
れ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
画
像
を
見
る
と
、
画
像
に
関
し
て
、G

oogle

とZ
E
N
R
IN

に
著
作
権
が
あ
る
旨
の
表
示
が
な
さ
れ
て
お
り
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
（
含
む
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
）
の
地
図
デ
ー
タ
の
作
成
は
株
式
会
社
ゼ

ン
リ
ン
が
行
っ
て
い
る

（
95
）

。
ゼ
ン
リ
ン
の
有
料
地
図
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図

（
96
）

」
で
は
、「
一
軒
一
軒
の
建
物
名
称
、
住
居

者
名
」
ま
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
利
用
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
配
送

パ
ッ
ク
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
と
を
組
み
合
わ
せ
、
表
札
情
報
を
検
索
し
て
地
図
に
表
示
す
る
「
周
辺
表
札
検
索
機

能
（
97
）

」
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
場
合
は
、
住
所
検
索
で
画
像
を
特
定
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ゼ
ン
リ
ン
に
著
作
権
の

あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
画
像
と
、
ゼ
ン
リ
ン
の
住
宅
地
図
・
表
札
機
能
を
使
用
す
れ
ば
、
簡
単
に
個
人
の
照
合

（
98
）

が
で
き
る
の
で
あ
る

（
99
）

。

一
七
四



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
五
五
）

そ
れ
ゆ
え
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
提
供
さ
れ
て
い
る
画
像
は
、
名
寄
せ
の
検
索
条
件
と
な
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
を
含
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
は
、
他
の
情
報
と
照
合
し
て
容
易
に
個
人
を
特
定
す
る
こ

と
が
可
能
な
情
報
（
住
所
と
住
居
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
個
人
情
報
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る

（
100
）

。
よ
っ
て
、
グ
ー
グ
ル
に
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
適
用
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
個
人
情
報
保
護
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
住
所
に
よ
り
住
居
が
表
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
法
二
条

二
項
一
号
に
規
定
す
る
「
特
定
の
個
人
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
」
と

い
う
こ
と
が
で
き
、「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
成
す
る
個
人
情
報
は
同
法
同
条
四
項
に
規
定
す
る
「
個
人
デ
ー
タ
」
で
あ
る
か
ら
、
同
法
同
条
五
項
に
い
う
「
保
有
個
人
デ
ー
タ
」
と

な
り
、
グ
ー
グ
ル
に
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、「
個
人
デ
ー
タ
」
に
関
す
る
同
法
一
九
条
か
ら
二
三
条
、
保
有
個

人
デ
ー
タ
に
関
す
る
同
法
二
四
条
か
ら
二
七
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

個
人
情
報
保
護
法
一
八
条
は
、
個
人
情
報
取
得
の
際
に
利
用
目
的
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
す
る
か
、
本
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
す
る
。
ま
た
、
同
法
二
三
条
一
項
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意

を
得
な
い
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
条
二
項
は
、
本
人
の
同
意
な
く
個
人
デ
ー

タ
を
第
三
者
提
供
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
求
め
に
応
じ
て
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
を
停
止
す
る
手
続
（
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
）

を
保
障
し
た
う
え
で
、
⑴
第
三
者
提
供
す
る
こ
と
、
⑵
第
三
者
に
提
供
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
の
種
類
、
⑶
提
供
の
手
段
ま
た
は
方
法
、
⑷

本
人
の
求
め
に
応
じ
て
第
三
者
提
供
を
停
止
す
る
こ
と
、
を
あ
ら
か
じ
め
本
人
に
通
知
し
、
ま
た
は
本
人
が
容
易
に
知
り
う
る
状
態
に
置

く
場
合
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
グ
ー
グ
ル
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

一
七
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
五
六
）

ポ
リ
シ
ー

（
101
）

を
見
る
限
り
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
個
人
情
報
の
取
得
に
関
す
る
利
用
目
的
の
公
表
、
及
び
第
三
者
提
供
に
関
し
て

の
同
意
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
画
像
デ
ー
タ
に
関
す
る
削
除
依
頼
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
利
用
目
的
の
公

表
と
な
る
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
グ
ー
グ
ル
は
、
道
路
周
辺
映
像
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
個
人
情
報
保
護
法
に
違
反
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
総
務
省
は
、
グ
ー
グ
ル
の
個
人
情
報
保
護
法
違
反
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
す
べ
き
で
あ

（
102
）

る
（
103
）

。

5　

お
わ
り
に

1
．
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
自
己
の
情
報
に
関
す
る
積
極
的
な
決
定
権
を
含
む
も
の
と
捉
え
れ
ば
、
ス
ト
リ
ー

ト
ビ
ュ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
（
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
住
居
情
報
も
含
む
）
を
含
む
画
像
は
住
所
と
結
び
つ
き
名
寄
せ
が
簡
単
に

行
え
る
の
で
あ
る
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
グ
ー
グ
ル
は
情
報
収
集
の
際
に
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
に
基
づ
く
権
利
者
の
同
意
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
、
公
開
画
像
の
中
の
個
人
を
名
寄
せ
す
る
為
の
情
報
（
例

え
ば
表
札
）
が
削
除
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
情
報
収
集
の
際
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。具

体
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
為
に
は
、
現
在
、
権
利
者
の
同
意
、
承
諾
な
く
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
賠
償
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
公
開
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、

「
現
時
点
で
は
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
し
て
」
誰
の
住
居
で
あ
る
か
特
定
で
き
な
い
か
ら
、「
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
公
開

さ
れ
て
い
る
」
画
像
は
、「
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
個
人
識
別
性
が
な
く
、「
個
人
情
報
」
に
は
該
当
し
な
い
」
と
す
る

（
104
）

。

し
か
し
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
提
言
が
な
さ
れ
た
時
点
と
は
状
況
が
変
化
し
、
グ
ー
グ
ル
は
公
開
画
像
の
撮
影
と
更
新
を
繰
り
返
し

一
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道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
五
七
）

て
お
り
、
鮮
明
な
画
像
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
グ
ー
グ
ル
は
ゼ
ン
リ
ン
と
提
携
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
提
供

す
る
画
像
の
処
理
を
ゼ
ン
リ
ン
が
行
い
、
両
社
が
提
供
画
像
に
著
作
権
を
有
し
、
そ
の
ゼ
ン
リ
ン
が
提
供
し
て
い
る
他
の
情
報
と
名
寄
せ

す
れ
ば
誰
の
住
居
か
特
定
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
グ
ー
グ
ル
に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
具
体
的
な

情
報
収
集
前
の
情
報
収
集
の
目
的
、
公
表
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
第
三
者
へ
の
情
報
の
提
供
の
場
合
に
は
、
提
供
の
公
表
や
承
諾
が

必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
個
人
情
報
保
護
法
一
六
条
（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）、

同
法
二
三
条
（
第
三
者
提
供
の
制
限
）
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
個
人
情
報
保
護
法
三
四
条
一
項
以
下
の
規
定
に
よ
り
、
同
法

一
六
条
、
同
法
二
三
条
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、
主
務
大
臣
に
よ
る
違
反
行
為
の
中
止
・
是
正
の
勧
告
、
命
令
に
よ
り
、
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
改
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な
い
、
あ
る

い
は
利
用
し
な
い
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
の
為
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
削
除
請
求
の
方
法
に
つ
い
て
マ
ス

コ
ミ
を
通
し
て
広
く
告
示
し
、
現
時
点
で
は
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
い
た
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
で
あ
る
削
除
請
求
の
実
現
と
機
微
情
報
を
削

除
し
た
う
え
で
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
行
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
あ
る
程
度
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
可

能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
グ
ー
グ
ル
が
行
っ
て
い
る
画
像
の
削
除
ま
た
は
ぼ
か
し
処
理
は
、
情
報
収
集
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
法
に
規
定
さ
れ
る

要
件
を
充
足
し
た
う
え
で
の
処
理
で
は
な
い
。
現
在
の
方
法
は
、
開
き
直
っ
た
万
引
き
犯
と
同
じ
で
、
見
つ
か
っ
た
か
ら
商
品
を
返
せ
ば

文
句
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
処
理
を
も
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
十
分
な
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
止
・
是

正
の
勧
告
、
命
令
は
必
要
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

2
．
利
用
者
視
点
を
踏
ま
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
会
の
「
第
一
次
提
言
（
案
）」
に
い
う
利
用
者
と
は
、

一
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
五
八
）

情
報
を
収
集
・
利
用
す
る
事
業
主
の
こ
と
で
あ
り
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
画
像
を
利
用
す
る
者
の
意
味
で
は
な
い
し
、「
第
一
次
提
言

（
案
）」
は
、
地
理
的
空
間
情
報
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
総
務
省
の
研
究
会
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
個
人
情
報
を
積
極
的
に
保
護
す
る
こ
と
を
大
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
第
一
次
提
言
（
案
）」
に
よ
れ
ば
、
現
在
展
開
さ
れ

て
い
る
各
種
の
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
の
ほ
か
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
利
用
状
況
に
関
す
る
説
明
は
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
、
観
光
振
興
、
固
定
資
産
税
管
理
、
震
災
復
興
状
況
の

確
認
な
ど
の
利
用
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
個
人
の
利
用
方
法
で
は
、
目
的
地
の
状
況
や
観
光
地
を
閲
覧
す
る
程
度
で
あ
る
。
国
土

地
理
院
の
「
地
理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
計
画

（
105
）

」（
平
成
二
四
年
）
に
も
具
体
的
な
活
用
法
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
グ
ー
グ

ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
よ
う
な
実
写
の
画
像
を
提
供
す
る
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
が
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
優
越
す
る
ほ

ど
の
「
社
会
的
意
義
」
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
観
光
地
や
商
業
地
が
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
あ
る

ビ
ル
に
向
け
る
と
そ
の
ビ
ル
の
店
舗
の
情
報
等
が
表
示
さ
れ
る
地
理
空
間
情
報
の
提
供
）
は
、
情
報
に
関
す
る
個
人
（
ビ
ル
の
所
有
者
、
店
舗
経
営

者
）
の
処
分
権
の
範
囲
で
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
住
宅
街
に
ま
で
勝
手
に
拡
大
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
は
、
特
定
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
問
題
と
な
る
場
面
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
公
道
か
ら
の
撮

影
と
い
う
問
題
の
少
な
い
撮
影
態
様
で
あ
り
、
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
お
い
て
、
①
撮
影
態
様
に
配
慮
す
る
、
②
人
の
顔
や

車
両
の
ナ
ン
バ
ー
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
措
置
を
と
る
限
り
、
侵
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
ケ
ー
ス
は
大
幅
に
限
定
さ
れ
、「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
と
の
関
係
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
一
律
に
停
止
す
べ
き
重
大
な
問
題
が
あ
る
と
ま
で
は
言
い
難
い

（
106
）

」
と
ま
で
言
う
。
こ
の
点
は
ま
さ

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ス
イ
ス
の
情
報
保
護
機
関
が
公
開
の
停
止
や
、
差
し
止
め
請
求
を
行
っ
た
こ
と
と
比
べ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵

害
の
重
大
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
七
八



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
五
九
）

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
の
Ｅ
Ｕ
の
考
え
方
は
、
事
前
の
予
防
・
個
人
の
利
益
の
保
護
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
住
所
、
氏
名
、
家
屋

番
号
を
判
読
不
可
能
に
す
る
こ
と
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
前
に
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
4
条
ｄ
に
よ
れ
ば
、
民
間
が
情
報
収
集
を
行
う
場
合
に
は
、
情
報
保
護
と
公
開
に
関
す
る
保
護
機
関
に
情
報

収
集
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
公
開
前
の
段
階
で
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
提
供
開
始
に
関
し
て
は
、
完
全
な
オ
プ
ト
イ
ン
が
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
収
集

さ
れ
た
後
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
デ
ー
タ
の
不
開
示
請
求
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
不
開
示
請
求
の
方
式
が
図
ら
ず
も
オ

プ
ト
ア
ウ
ト

（
107
）

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
も
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
方
式
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
際
に
同
様
の
方
法
に
よ
る
削
除
請
求
が
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
情
報
の
収
集
、
利
用
目
的

の
本
人
へ
の
同
意
が
収
集
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
な
さ
れ
れ
ば
足
り
、
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
で
足
り
る
と
す
る
制
度
で
は
、
個
人
情
報
を
十

分
に
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
未
承
諾
広
告
が
社
会
問
題
化
し
た
際
、
ま
ず
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
る
規
制
を

行
っ
た
が
、
そ
れ
が
有
効
な
規
制
方
法
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
オ
プ
ト
イ
ン
と
い
う
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
で
侵
害
危
険
性
を

排
除
し
た
は
ず
で
あ
る
。「
情
報
の
自
己
決
定
権
を
保
護
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
は
ま
ず
責
任
の
あ
る
場
所
に
手
渡
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る

（
108
）

」
と
い
う
、
自
己
情
報
決
定
権
を
保
護
す
る
た
め
に
、
情
報
の
収
集
、
利
用
に
関
し
「
オ
プ
ト
イ
ン
」
と
す
る
よ
う
、
個
人
情

報
保
護
法
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
レ
ッ
シ
グ
も
言
う
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
背
景
と
な
る
政
治
経
済
を
考
え
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
つ
ま
り
脅
か

さ
れ
た
利
益
は
個
人
で
あ
る
か
ら
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
反
対
側
に
あ
る
価
値
観
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
対
テ

ロ
戦
争
）
は
説
得
力
も
あ
る
し
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
。
商
業
の
力
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な
ど
後
押
し
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
地
理

一
七
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
六
〇
）

空
間
情
報
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
総
務
省
の
向
い
て
い
る
方
向
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
為
に
は
、

Ｅ
Ｕ
の
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
為
の
侵
害
さ
れ
る
側
の
利
益
代
表
と
し
て
の
監
督
機
関
が

必
要
で
あ
る
。

（
1
） 

武
藤
糾
明　
「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
」　
『
地
理
空
間
情
報
の
活
用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
』　

堀
部
政

男　

宇
賀
克
也　

編　

地
域
科
学
研
究
会　

二
〇
〇
九
年　

三
八
頁　

参
照
。

（
2
） 

東
京
地
判
平
成
四
年
七
月
二
四
日　

判
時
一
四
五
〇
号
九
二
頁
（
肖
像
権
と
の
関
係
）、
東
京
地
判
平
成
一
七
年
九
月
二
七
日　

判
時

一
九
一
七
号
一
〇
一
頁
（
令
状
に
よ
る
差
押
目
的
物
以
外
の
物
件
の
写
真
撮
影
）　

参
照
。

（
3
） 

日
本
弁
護
士
連
合
会
「
多
数
の
人
物
・
家
屋
等
を
映
し
出
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
検
索
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
意
見
書
」　

二
〇
一
〇
年

一
月
二
二
日　

九
頁
。http://w

w
w
.nichibenren.or.jp/activity/docum

ent/opinion/year/2010/100122_4.htm
l

（
4
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」　

利
用
者
視
点
を
踏
ま
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
会
編　

総
務
省　

平
成
二
一
年
八
月　

三
頁
以
下
。（
以
下
、「
第
一
次
提
言
（
案
）」
と
表
記
す
る
）

（
5
） 

「「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
下
調
べ
」
窃
盗
繰
り
返
し
た
容
疑
の
男
」
朝
日
新
聞　

デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
四
年
一
二
月
五
日
。http://

digital.asahi.com
/articles/A

S
G
D
53R

1N
G
D
5P

T
IL

00D
.htm

l

（
6
） 

第
四
一
回
東
京
都
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
議
事
録　

萩
原
参
事
（
都
政
情
報
担
当
）
の
発
言　

参
照
。

（
7
） 

高
田
寛　
「G

oogle

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
社
会
的
影
響
と
法
的
問
題
に
つ
い
て
」　
『
産
業
能
率
大
学
紀
要
』　

第
三
〇
巻　

七
三
頁
。

（
8
） A

A
R
O
N
 C

. B
O
R
IN

G
; C

H
R
IS

T
IN

E
 B

O
R
IN

G
 v. G

O
O
G
L
E
 IN

C
. D

.C
. N

o. 08-cv-00694., https://w
w
w
.w

sgr.com
/attorneys/

B
IO

S
/P

D
F
s/boring_v_google.pdf#search='A

A
R
O
N
+C

.+B
O
R
IN

G
%
3B

+C
H
R
IS

T
IN

E
+B

O
R
IN

G
+v.+G

O
O
G
L
E
+IN

C
.'

（
9
） 

高
田　

前
掲
注（
7
）　

七
五
頁
以
下　

参
照
。

（
10
） 

‘D
IR

E
C
T
IV

E
 95/46/E

C
 O

F
 T

H
E
 E

IJP
O
P
E
A
N
 P

A
R
L
IA

M
E
N
T
 A

N
D
 O

F
 T

H
E
 C

O
U
N
C
IL

 of 24 O
ctober 1995 on the 

一
八
〇



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
六
一
）

protection of individuals w
ith regard to the processing of personal data and on the free m

ovem
ent of such data’., http://eur-

lex.europa.eu/legal-content/E
N
/T

X
T
/P

D
F
/?uri=C

E
L
E
X
:31995L

0046&
from

=de　

以
下
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
と
表
記
す
る
。

（
11
） 
な
お
、
二
〇
〇
二
年
七
月
一
二
日
に
、「
電
子
分
野
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
処
理
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
七
月
一
二

日
の
欧
州
会
議
及
び
理
事
会
指
令
（D

IR
E
C
T
IV

E
 2002/58/E

C
 O

F
 T

H
E
 E

U
R
O
P
E
A
N
 P

A
R
L
IA

M
E
N
T
 A

N
D
 O

F
 T

H
E
 C

O
U
N
C
IL

 

of 12 July 2002 concerning the processing of personal data and the protection of privacy in the electronic com
m
unications 

sector 

（D
irective on privacy and electronic com

m
unications

））」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
指
令
は
、
電
子
通
信
分
野
に
お
け
る
個
人
デ
ー

タ
処
理
な
ら
び
に
デ
ー
タ
及
び
電
子
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
欧
州
域
内
に
お
け
る
自
由
移
動
に
関
し
、
基
本
的
権
利
及
び
自
由
の
保
護
、
特
に
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
と
通
信
の
秘
密
の
保
護
の
為
に
、
構
成
国
の
国
内
規
定
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
（
同
指
令
一
条
一
項
）、
こ
の
目
的
の
範
囲

で
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
が
（
同
指
令
一
条
二
項
）、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
保
護
に
関
し
て
は
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に

依
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
具
体
的
に
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。
な
お
、「D

IR
E
C
T
IV

E
 2002/58/E

C

」
本
文
は
、
以
下
参
照
。http://

eur-lex.europa.eu/legal-content/E
N
/T

X
T
/P

D
F
/?uri=C

E
L
E
X
:32002L

0058&
from

=D
E

（
12
） 

Ｅ
Ｃ
条
約
一
八
九
条
、
欧
州
連
合
運
営
条
約
二
八
八
条　

参
照
。

（
13
） V

gl.: H
ans-W

erner M
oritz, „D

atenschutzrechtliche G
renzen des im

 Internet angeboten D
ienstes „S

treet V
iew

“ in der 

S
chw

eiz“, JurisP
R
-IT

R
 17/2012 A

nm
.; H

einz W
ittm

ann, „G
oogle S

treet V
iew

 ‒ H
erausforderung für den D

aten- und 

P
ersönlichkeitsschutz A

ktuelle rechtliche E
ntw

icklungen in der S
chw

eiz und Ö
sterreich“, M

R
-Int 2011, 47-48, M

E
D
IE

N
 und 

R
E
C
H
T
 V

erlags G
m
bH

, W
ien/A

ustria.

（
14
） D

er E
idgenössische D

atenschutz- und Ö
ff entlichkeitsbeauftragte.

（
15
） V
gl.: 1C

_230/2011 U
rteil des B

undesgerichts vom
 31. M

ai 2012.,  http://relevancy.bger.ch/php/aza/http/index.

php?lang=de&
zoom

=&
type=show

_docum
ent&

highlight_docid=aza://31-05-2012-1C
_230-2011

（
16
） V

gl.: M
oritz, a.a.O

., S
.3.

（
17
） V

gl.: W
ittm

ann, a.a.O
., S

.48.

一
八
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
六
二
）

（
18
） D

atenschutzkom
m
ission.

（
19
） V

gl.: „N
eue E

ntw
icklungen betreff end G

oogle S
treet V

iew
“, https://w

w
w
.dsb.gv.at/site/6733/default.aspx

（
20
） V

gl.: http://w
w
w
.t-online.de/com

puter/internet/id_70106808/google-m
aps-ohne-strassenfotos-street-view

-kapituliert-vor-

oesterreich.htm
l

（
21
） 

ド
イ
ツ
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
四
条
ｄ
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
を
行
う
民
間
企
業
は
、
開
始
前
に
監
督
官
に
届
け
出
る
義
務
が
あ
る
。

V
gl.: B

D
S
G
 

§4d.

（
22
） V

gl.: „Z
usagen von G

oogle zum
 Internetdienst G

oogle S
treet V

iew
“, https://w

w
w
.datenschutz-ham

burg.de/

（
23
） V

gl.: „M
erkel befürw

ortet E
inspruchsm

öglichkeit“, http://w
w
w
.faz.net/

（
24
） 

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
異
論
も
あ
る
。V

gl.: „G
egen die W

and der P
rivatheit“, F

rankfurter A
llgem

eine, 2010/08/11.

（
25
） V

gl.: „W
iderspruchszahlen zu G

oogle S
treet V

iew
 veröff entlicht: A

kzeptanz für O
pt-O

ut-V
erfahren in den B

allungszenten“, 

21.10.2010., https://w
w
w
.datenschutz-ham

burg.de/

（
26
） V

gl.: „K
eine w

eiteren V
eröffentlichungen von B

ildern in G
oogle S

treet V
iew

“, 11.4.2011., https://w
w
w
.datenschutz-

ham
burg.de/

（
27
） V

gl.: a.a.O
., „K

eine w
eiteren V

eröff entlichungen von B
ildern in G

oogle S
treet V

iew
“.

（
28
） 

松
井
修
視　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー　

連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
と
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
を
手
が
か
り
に
」　

田
島
泰
彦　

他
編
『
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
│
憲
法
・
民
法
・
訴
訟
実
務
の
総
合
的
研
究
』　

日
本
評
論
社　

2007

年　

参
照
。

（
29
） V

gl.: D
ietrich M

ursw
iek, „G

rundgesetz“, H
rsg. M

ichael S
achs, 3.A

ufl ., 2003, C
.H

.B
eck, A

rt.2, R
dn. 59, S

.131ff .

（
30
） V
gl.: B

V
erfG

E
 54, 148-158.

（
31
） V

gl.: M
ursw

iek, a.a.O
., A

rt.2, R
dn. 60, S

. 132.

（
32
） V

gl.: B
V
erfG

E
 65, 1 

（41ff .

）.

（
33
） V

gl.: B
V
erfG

E
 65, 1 

（41f.

）.

一
八
二



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
六
三
）

（
34
） V

gl.: M
ursw

iek, a.a.O
., R

dn. 73, S
. 135.

（
35
） V

gl.: M
ursw

iek, a.a.O
., R

dn. 73, S
. 135.

（
36
） 
山
下
義
昭　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
間
部
門
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
」　
『
法
と
情
報
』　

信
山
社　

一
九
九
七
年　

三
九
五
頁
、
加
藤
隆
之

「
諸
外
国
等
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
監
督
機
関
に
関
す
る
検
討
委
員
会
・
報
告
書　

ⅲ　

ド
イ
ツ
」　

消
費
者
庁
「
諸
外
国
等
に
お
け
る
個

人
情
報
保
護
制
度
の
監
督
機
関
に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
書
」　

平
成
二
三
年　

五
四
頁
。

（
37
） S

am
uel D

. W
arren &

 L
ouis D

. B
randeis, “T

H
E
 R

IG
H
T
 T

O
 P

R
IV

A
C
Y

”, 4 H
arv. L

. R
ev., 193 

（1890

）.

（
38
） 

新
保
史
生　
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
生
成
と
展
開
』　

弘
文
堂　

二
〇
〇
五
年　

一
七
頁
。

（
39
） W

illiam
 L

. P
rosser, “P

rivacy”, 48 C
alif. L

. R
ev., 383, 389 

（1960

）.

（
40
） 

新
保　

前
掲
注（
38
）　

四
一
頁
以
下
。

（
41
） 

新
保　

前
掲
注（
38
）　

六
五
頁
以
下
。

（
42
） O

lm
stead v. U

nited S
tates, 277 U

. S
. 438 43 S

. C
t. 394 

（1928

）.

（
43
） G

oldm
an v. U

nited S
tates, 316 U

. S
. 129 62 S

. C
t. 993 

（1942

）.

（
44
） K

atz v. U
nited S

tates, 389 U
. S

. 347, 88 S
. C

t. 507 

（1967

）.

（
45
） K

atz, Id., at 351.

（
46
） 

新
保　

前
掲
注（
38
）　

二
一
三
頁
以
下　

参
照
。

（
47
） 

山
本
龍
彦　
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」　
『
日
本
国
憲
法
研
究
』　

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
二
号　

八
〇
頁
以
下
。

（
48
） C

harles F
ried, “P

rivacy”, 77 Y
ale. L

. J., 475 

（1968
）. 
但
し
、
フ
リ
ー
ド
は
盗
聴
器
等
に
関
す
る
科
学
技
術
の
発
展
に
着
目
し
て
い
る

の
で
あ
る
（475-476

）。

（
49
） F

ried, Id. at. 482.

（
50
） F

ried, Id. at. 483.

（
51
） 

山
本　

前
掲
注（
47
）　

八
〇
頁
以
下
。

一
八
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
六
四
）

（
52
） 

山
本　

前
掲
注（
47
）　

八
二
頁
以
下
。

（
53
） 

山
本　

前
掲
注（
47
）　

八
五
頁
。

（
54
） 
山
本　

前
掲
注（
47
）　

八
八
頁
。

（
55
） L

aw
rence L

essig, ‘C
O
D
E
 V

E
R
S
IO

N
 2.0’.　

山
形
浩
生　

訳　

翔
泳
社　

二
〇
〇
七
年　

第
一
一
章　
（3

） ‘International N
ew

s 

S
ervice v. A

ssociated P
ress, 248 U

.S
. 215, 250 

（1918

） （B
randeis

異
見
）’.　

注
三
七
頁　

参
照
。

（
56
） L

essig　

前
掲
注（
55
）　

二
九
〇
頁
。

（
57
） L

essig　

前
掲
注（
55
）　

二
九
四
頁
。

（
58
） L

essig　

前
掲
注（
55
）　

三
一
一
頁
。

（
59
） 

佐
藤
幸
治　
『
憲
法
〔
第
三
版
〕』　

青
林
書
院　

一
九
九
五
年　

四
五
三
頁
以
下
。

（
60
） 

佐
藤　

前
掲
注（
59
）　

四
五
四
頁
以
下
。

（
61
） 

最
判
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
四
日　

刑
集
二
三
巻
一
二
号
一
六
二
五
頁
。

（
62
） 

佐
藤　

前
掲
注（
59
）　

四
五
五
頁
。

（
63
） 

佐
藤　

前
掲
注（
59
）　

四
五
五
頁
。

（
64
） 

佐
藤
幸
治　
『
日
本
国
憲
法
論
』　

法
学
叢
書
7　

成
文
堂　

二
〇
一
一
年　

一
八
四
頁
。

（
65
） 

佐
藤
幸
治
は
、
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
保
護
に
十
分
な
も
の
と
は
認
め
て
い
な
い
。
佐
藤　

前
掲
注（
64
）　

一
八
五
頁　

参
照
。

（
66
） 

佐
藤　

前
掲
注（
64
）　

一
八
二
頁
。

（
67
） 

最
判
平
七
年
一
二
月
一
五
日　

刑
集
四
九
巻
一
〇
号
八
二
四
頁
、　

佐
藤　

前
掲
注（
64
）　

一
八
三
頁　

参
照
。

（
68
） 

バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
認
証
に
は
、
顔
、
耳
、
光
彩
、
網
膜
、
声
、
指
紋
、
汗
腺
、
掌
、
掌
の
静
脈
、
筆
圧
、
歩
き
方
等
の
情
報
を
利
用
す
る
も

の
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。

（
69
） 

芦
部
信
喜　
『
憲
法
学
Ⅱ
人
権
総
論
』　

有
斐
閣　

一
九
九
四
年　

三
八
五
頁　

参
照
。

（
70
） L

essig　

前
掲
注（
55
）　

三
〇
頁
。

一
八
四



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
六
五
）

（
71
） L

essig　

前
掲
注（
55
）　

三
二
頁
。

（
72
） L

essig　

前
掲
注（
55
）　

三
二
頁
〜
二
三
〇
頁
。

（
73
） 
最
大
判
昭
和
六
三
年
六
月
一
日
（
自
衛
官
合
祀
事
件
）　

判
タ
六
六
九
号
六
六
頁
、
判
時
一
二
七
七
号
三
四
頁
。

（
74
） 
最
判
昭
和
六
三
年
一
二
月
二
〇
日　

判
タ
六
八
七
号
七
四
頁
、
判
時
一
三
〇
二
号
九
四
頁

（
75
） 

高
田　

前
掲
注（
7
）　

七
七
頁
以
下
。

（
76
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」　

前
掲（
4
）　

二
二
頁
。

（
77
） 

芦
部　

前
掲
注（
69
）　

三
七
八
頁
以
下
。

（
78
） 

芦
部
信
喜　
『
憲
法
』
六
版　

高
橋
和
之　

補
訂　

岩
波
書
店　

二
〇
一
五
年　

一
二
二
頁
以
下
。

（
79
） 

芦
部　

前
掲
注（
69
）　

三
八
六
頁
。

（
80
） 

芦
部　

前
掲
注（
69
）　

三
八
六
頁
。

（
81
） V

gl.: M
oritz, a.a.O

., S
.3.

（
82
） 

山
本　

前
掲
注（
47
）　

九
〇
頁
。

（
83
） 

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
個
人
が
自
動
車
に
い
わ
ゆ
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
撮
影
す
る
と
デ
ー
タ
保
護
法
違
反
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
判
例: A

G
 M

ünchen 345 C
 5551/14, V

G
 A

nsbach A
N
4K

 13.01634, 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
デ
ー
タ
保
護
庁
Ｈ
Ｐ “In Ö

sterreich ist 

der B
etrieb von D

ashcam
s durch P

rivate grundsätzlich nicht zulässig.” http://w
w
w
.dsb.gv.at/site/8105/default.aspx

（
84
） V

gl.: B
V
erfG

E
 120, 378-433.

（
85
） 

い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
お
っ
か
け
マ
ッ
プ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
事
件　

判
時
一
六
八
六
号
六
八
頁
。
同
旨
の
も
の
と
し
て
、
神
戸
地
尼
崎
決
平

成
九
年
二
月
一
二
日　

い
わ
ゆ
る
「
タ
カ
ラ
ヅ
カ
お
っ
か
け
マ
ッ
プ
」
事
件　

判
時
一
六
〇
四
号
一
二
七
頁
、
東
京
地
判
平
成
九
年
六
月
二
三
日　

い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ゴ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ
」
事
件　

判
時
一
六
一
八
号
九
七
頁
、
東
京
地
判
平
成
一
六
年
七
月
一
四
日
「
ブ
ブ
カ
ス
ペ
シ
ャ
ル

7
」
事
件　

判
時
一
八
七
九
号
七
一
頁
が
あ
る
。

（
86
） 

福
岡
高
判
平
成
二
四
年
七
月
一
三
日
（
刊
行
物
未
搭
載
）、
原
告
代
理
人
武
藤
糾
明
弁
護
士
の
Ｈ
Ｐ
（http://d.hatena.ne.jp/

一
八
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
六
六
）

t-m
uto/20120713

）
参
照
。
最
判
平
成
二
六
年
三
月
六
日
棄
却
。
な
お
、
原
原
審
に
つ
い
て
は
（
福
岡
地
判
平
成
二
三
年
三
月
一
六
日
）、
最
高
裁

判
所
判
例
情
報 

（http://w
w
w
.courts.go.jp/app/hanrei_jp/search4

） 

参
照
。

（
87
） 
「
第
一
次
提
言
（
案
）」　

前
掲
注（
4
）　

一
六
頁
。

（
88
） 
肖
像
権
に
関
し
て
は
、「
夕
刻
、
相
当
程
度
の
高
さ
の
あ
る
塀
の
外
側
か
ら
撮
影
者
が
背
伸
び
を
し
た
姿
勢
で
」、「
原
告
か
ら
気
付
か
れ
な
い

ま
ま
に
撮
影
を
敢
行
し
」
た
撮
影
行
為
は
、「
原
告
の
人
格
的
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
と
み
ざ
る
を
得
な
い
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
東
京
地
判
平

成
一
年
六
月
二
三
日　

判
時
一
三
一
九
号
一
三
二
頁
。

（
89
） V

gl.: 

§126 A
bs. 3 B

augesetzbuch. „D
er E

igentüm
er hat sein G

rundstück m
it der von der G

em
einde festgesetzten N

um
m
er 

zu versehen.“.

（
90
） 

神
戸
地
判
平
成
一
一
年
六
月
二
三
日
は
、
職
業
別
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
た
、
あ
る
医
師
の
氏
名
、
職
業
、
開
設
す
る
診
療
所
の
住
所
及
び
電
話

番
号
を
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
掲
示
板
に
無
断
掲
載
し
た
事
案
に
お
い
て
、「
そ
れ
が
右
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し

て
も
、
そ
れ
を
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
ま
で
は
、
一
般
的
に
も
欲
し
た
り
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
」
と
判
示
し

て
い
る
。

（
91
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」　

前
掲
注（
4
）　

一
五
頁　

参
照
。

（
92
） V

gl.: H
ans-W

erner M
oritz, a.a.O

., S
.3.

（
93
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」　

前
掲
注（
4
）　

九
頁
以
下　

参
照
。

（
94
） 

堀
部
正
男　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
地
図
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
課
題
と
対
応　

〜
東
京
都
・
総
務
省
の
検
討
内
容
〜
」　
『
地
理
空
間
情
報
の
活

用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
』　

堀
部
政
男　

宇
賀
勝
也　

編　

地
域
科
学
研
究
会　

二
〇
〇
九
年　

五
三
頁
以
下　

参
照
。

（
95
） G
oogle

とZ
E
N
R
IN

の
著
作
権
表
示
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護
法
二
三
条
四
項
三
号
の
共
同
利
用
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
共
同
利
用
に
関
し
て
、
本
人
に
通
知
又
は
知
り
う
る
状
態
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
違
反
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
96
） 

ゼ
ン
リ
ン
Ｈ
Ｐ
「
事
業
紹
介
」
に
は
、
住
宅
地
図
の
解
説
に
「
一
軒
一
軒
、
一
戸
一
戸
の
建
物
名
称
、
居
住
者
名
や
番
地
を
大
縮
尺
の
地
図
に

詳
し
く
表
示
」
と
あ
る
。http://w

w
w
.zenrin.co.jp/com

pany/business/index.htm
l

一
八
六



道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
水
野
）

（
四
六
七
）

（
97
） 

ゼ
ン
リ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「Z

E
N
T
 T

O
W

N
 m

obile

」P
df.

版　

参
照
。http://w

w
w
.zenrin.co.jp/product/pdf/catalogue/

znettow
nm

obile.pdf
（
98
） 
照
合
に
関
し
て
、「
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
解
説
（
平
成
二
五
年
九
月
九
日
改
定
）」
は
、
容
易

で
な
い
場
合
と
し
て
「
具
体
的
に
は
、
他
の
電
気
通
信
事
業
者
へ
の
照
会
を
要
す
る
場
合
の
ほ
か
、
内
部
で
も
取
扱
部
門
が
異
な
る
等
の
事
情
に
よ

り
照
会
が
困
難
な
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
」
と
解
説
す
る
。
四
頁
。

（
99
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」（
前
掲
注（
4
））
で
は
、「
現
在
の
と
こ
ろ
、
他
の
事
業
者
に
照
会
す
る
こ
と
な
く
、
何
ら
か
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
住
所

録
又
は
住
宅
地
図
を
整
備
し
て
住
所
か
ら
居
住
者
を
照
合
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と

し
て
い
る
。
一
一
頁
注
九　

参
照
。

（
100
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」（
前
掲
注（
4
））
は
、「
現
時
点
で
は
他
の
情
報
と
照
合
し
て
容
易
に
特
定
可
能
と
も
い
え
な
い
こ
と
か
ら
」、「「
個
人

情
報
」
に
は
該
当
し
な
い
」
と
し
て
い
る
。
一
〇
頁
以
下　

参
照
。

（
101
） https://w

w
w
.google.co.jp/intl/ja/m

aps/about/behind-the-scenes/streetview
/privacy/

参
照
。

（
102
） 

消
費
者
庁
Ｈ
Ｐ
上
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
規
定
の
不
遵
守
に
よ
っ
て
個
人
情
報
保
護
法
で
定
め
る
罰
則
が
課
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
」。「
な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
に
直
ち
に
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
」、「
法
上
の
措

置
を
経
て
、
初
め
て
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
」。「（
命
令
及
び
罰
則
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
実
績
な
し
）」
と
あ
る
。
現
在
Ｅ
Ｕ
保
護
指
令
の
改

正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
保
護
違
反
に
対
し
、
違
反
企
業
の
年
間
世
界
売
り
上
げ
の
最
大
五
％
の
罰
金
を
科
す
と
い
う
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.caa.go.jp/planning/kojin/gaidorainkentou.htm

l

（
103
） 

な
お
、
ド
イ
ツ
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
に
従
っ
た
場
合
に
も
同
様
に
違
反
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、M

oritz, a.a.O
., S

.3.　

参
照
。

（
104
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
前
掲
注（
4
）　

一
〇
頁　

参
照
。

（
105
） 

「
地
理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
計
画
」
平
成
二
四
年
三
月　

国
土
地
理
院　

三
頁
参
照
。http://w

w
w
.gsi.go.jp/

（
106
） 

「
第
一
次
提
言
（
案
）」
前
掲
注（
4
）　

二
〇
頁
。

（
107
） V

gl.: a.a.O
., „W

iderspruchszahlen zu G
oogle S

treet V
iew

 veröffentlicht: A
kzeptanz für O

pt-O
ut-V

erfahren in den 

一
八
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
六
八
）

B
allungszentren“.

（
108
） V

gl.: a.a.O
., „K

eine w
eiteren V

eröff entlichungen von B
ildern in G

oogle S
treet V

iew
“.

一
八
八
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